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６
￥
jま
な
地
域
の
宝
と
な
る
資

ｆ
地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
上
で

地
域
資
源
の
魅
力
を
高
め
て
「
ふ

に
育
て
上
げ
、
地
域
活
性
化
を
進

9
1ど
名
物
応
援
宣
言
」
は
、
わ
が
ま
ち
の

冽と
名
物
と
し
て
、
地
域
の
中
小
企
業
が
連

心
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
や
サ
ー

ブ
ラ
ン
ド
化
を
国
、
自
治
体
が
支
援
す
る

つ

て

地

域

が

元

気

を

げ

増

や

雇

用

の

拡

大

呵
さ

れ
て

い

ま
す

。

州

ワ

イ

ン

」

の

海

外

ｒ

が

ワ

イ

ナ

リ

ー

を

ｒ

大

を

支

援

す

る

た

一ワ

イ

ン

ふ

る

さ

と

名

Ｕ
・
Ｏ
Ｆ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
　で
は
2
0
1
0

年
か
ら
、
甲
州
種
を
用

い
た
ワ
イ
ン
を
Ｅ
Ｕ
の
ワ
イ
ン
基

準
に
合
わ
せ
て
醸
造
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
ジ
ア
に
向
け
た
輸
出
を
進

め
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
ワ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
あ
る
英
国
で
、
世
界
各
国
で

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
日
本
食
と

の
組
み
合
わ
せ
等
に
よ
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

現
在
で
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ワ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
も
甲

州
種
の
持
つ
特
性
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
外
で
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
、
甲
州
ワ
イ
ン
の
持
つ
価
値

が
国
内
で
も
再
認
識
さ
れ
、
消
費

の
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

五
感
で
味
わ
う

ノ
ニ
トニ
『

ト
　
　
ワ
イ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム

2
0
0
8

年
か
ら
市
民
と
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
ブ
ド

ウ
産
地
の
魅
力
を
五
感
で
味
わ
う

「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
づ
く
り
の
過
程
に
触
れ

て
、
土
地
の
風
土
や
文
化
ま
で
を

ふ経
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○かつぬまぶどうまつリ

日　 時　１０月３日 （土）午前９時～

場　所　勝沼中央公園広場ほか

○第１回甲州ワインで乾杯ワールドカップ

日　 時　１０月１０日 （土）午後３時～５時

場　所　およっちょいプラザ七里

お問い合わせ先　オフィスかがみもち

昔３３-2366

○甲州市民ワインカレッジ

「できる男のワイン会」

日　 時　１０月１９日 （月）

午後ら時３０分～午後８時

場　所　原茂ワイン内カフェ

カーサ・ダ・ノーマ

お問い合わせ先　甲州市産業振興課

ワイン振興室

昔３２-5092

１

OJI

.｡J ″゛

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ワ
イ
ン
巡

り
は
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
び
、

ワ
イ
ン
愛
好
家
に
と
っ
て
は
知
的

満
足
度
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

広
く
定
着
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
ブ

ド
ウ

ー
ワ
イ
ン
に
関

係
す
る
数
多
く
の
地
域
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
地
域
資
源
と
と
も
に
、

来
訪
者
が
ブ

ド
ウ
も
ワ
イ
ン
も
人

も
歴
史
も
景
観
も
、
産
地
な
ら
で

は
の
全
て
の
魅
力
を
散
策
を
交
え

て
全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
れ
が
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
最
大

の
魅
力
で
す
。

k
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○ワインツーリズムやまなし2015 ・ 秋

日　時　１１月フ日（土）～８日（日）

場　所　 フ日　甲州市／山梨市

８日　 笛吹市／甲府市／甲斐市
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四 回 玉 二 回

１

１

Ｏ 日(土)～IJ97

日(土)

市では、「ふるさと 名物」 と

しての甲州ワインを、より多 ＜

の市民 の皆さんに楽しんでいた

だこうと「甲州ワイン飲めます」

キャンペーンを実施します。

期間は、10 月10 日（土）の「甲

州ワインの日」から、ワインツー

リズム開催日の11 月７日（土）

までとなります。

新酒が待ち遠しいこの季節、

ぜひ、飲食店等で甲州ワインを

楽しんでいただくとともに、「甲

州ワインで乾杯」していただき

たいと思います。
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マイナンバー
社会保障・税番号制度

マイナンバーによる情報の連携
で手続きや事務がスムーズに！

マイナンバー制度は、市などの行政機関が保有す

る個人情報が同一人の情報であることを正確力ヽつ

効率的に確認するためのものとなります。さらに、

国や地方公共団体などで管理されている情報をマ

イナンバーを使って相互に関連づけることにより、

申請や届出等の手続きで効率化や簡略化が図られ、

様々なメリットをもたらします。

公平・公正な社会の実現

マイナンバーの活用により、社会保障や税に関わ

る給付と負担の公正化が図られ、負担を不当に免

れることや不正な受給の防止に役立ちます。また、

本当に困っている方へのきめ細かな支援が可能と

なります。

●税の手続きや年金、医療保険、雇用

保険など社会保障の手続きでマイナ

レバーの利用が始まります。

※手続きの際には、マイナンバーの提

示や記載、本人確認等が必要になり

ます。

●個人番号カードの交付が開始されま

す。

。「
‐
‐
・

・

’「

。

マイナンバーは、住民票を有するすべての方に

通知さ れる、唯一無二の１２桁の番号で す。個

人が特定さ れないように、住所地や生年月日な

どと関係のない番号が割り当てられます。

また、法人には１法人 １つの法人番号（１３ｷ行）

が国税庁長官から指定されます。

住民の利便性の向上

年金や福祉などの申請時に添付すべき書類が減り、

手続きも簡略化され市民の皆さまの負担が軽減さ

れます。また、「マイナポータル（平成２９年１月

以降順次サービス開始）」を利用することにより、

行政機関にある自分の情報の確認や、様々な行政

サービスのお知らせを受け取ることができるよう

になります。

行政の効率化

マイナンバーを利用することにより、行政事務が

効率化され過誤や無駄が削減されます。また、住

民ニーズにこれまで以上に対応できるようになり

ます。なお、災害発生時の被災者台帳の作成など

にマイナンバーを活用することで、迅速で正確な

行政支援が期待できます。

●

●

一

一

争

・

１

１

●住民票を有するすべての方（外国人

も含む）に平成２７年１０月以降、

１２桁のマイナンバー（個人番号）

が記載された通知カードが世帯ごと

に、簡易書留（転送不要）にて送付

されます。

●個人番号カードの申請が開始されま

す。

一

ｓ

１

１

い

Ｉ

Ｉ

一

一

一

巻

一

・
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一
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一

一

一

一

ｅ

一

一
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ｌ

ｅ

一

一

一
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丿
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Φ
一

一

一
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Ｉ
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通知カードは１０月から送付、個人番号カードの

交付は平成２８年１月から

住民票のあるすべての皆さ まに１０月から個人番号を通知するた

めの「通知カード」ｶ で郵送されます。

また、平成２８年１月からは、申請された方に「個人番号力一 則

の交付が始まります。このカードには に チップが搭載され、顔写

真と氏名、住所、生年月日、性別（基本４情報）などが記録されます。

※税情報や年金情報等は記録されません。

通知カード（すべての方）

「通知カード」は世帯毎に世帯全員分をまとめた形で簡易書留によ

り住民票の住所宛に郵送されます。住民票の住所と異なるところ

にお住まいの方は、受け取ることができない可能性がありますの

でご注意ください。

※住民票の住所地で受けとれない場合は、甲州市設置のコール

センターにお問い合わせください。

個人番号カード（希望者）

日固人番号カード」は、「個人 番号の確認」、「身分証明書」、「住民

票などのコンビニ交付」、「ｅ-Ｔａｘによる確定申告」等に利用でき

る便利なカードになります。

「ｲ固人番号カード」の交付を希望する場合は、「通知カード」 に同

封されている 「ｲ固人番号カード交付申請書」に必要事項を記入し、

顔 写真を添 付して同封の返信用封筒にて返送してください。その

後、平成２８年１月以降に甲州市役所から交付通知書を送付しま

すので、必要書類等をお持ちになり市役所のカード交付窓口お越

しいただくことで個人番号カードの交付が受けら れます。（市民課

窓口）

「個人番号カード交付申請書」はスマートフォンなどで写真を撮り、

オンラインで申請することもできます。詳しくは、通知カードに

同封されているお知らせをご覧ください。

● ● ● ● ● ● 爺 ● ● ● ● ●

●情報連携により、手続きの簡略化

（添付書類の省略等）や事務の効率

化が図られ、国民の負担が軽減され

ます。
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個人番号カード（表）

●マイナンバーを含む自分の情報が、

どのようにやり取りされていたかを

確認できます。また、行政機関から

のお知らせも受け取れます。

● ●

。「
‐
‐
・

・
。
。



マイナンバー　社会保障・税番号制度

マイナンバー制度は
安心・安全の仕組みです。

マイナンバー制度の安心・安全を確保するため

に安全管理措置を実施しています。

制

度

面

の

対

策

○
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
・

収
集
・
保
管
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
際
に

は
厳
格
な
本
人
確
認
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
特

定
個

人
情

報
保
護

委

員
会

（
第
三

者
機

関
）
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
を
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

○
法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則

を
、
従
来
に
比
べ
て
強
化
し
て

い
ま
す
。

シ

ス

テ

ム

面

の

対

策

○
個
人
情
報
は
分
散
管
理
方
式
と

し
、
従
来
ど
お
り
各
行
政
機
関

で
保
有
し
ま
す
。
（
国
が
一
括

管
理
す
る
仕
組
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
）
　こ
れ
に
よ

り
、
芋
づ

る
式
に
情
報
漏
え
い
す

る
こ
と

を
防
い
で
い
ま
す
。

○
市
役
所
、
年
金
事
務
所
、
税
務

署
等
の
行
政
機
関
間
の
情
報
の

や
り
取
り
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
漏
え
い
等
を
防
ぐ
た
め
、
直

接
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
ず
、

個
人
・
機
関
ご
と
に
割
り
当
て

ら
れ
た
符
号
を
利
用
し
ま
す
。

○
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

権
限
を
制
限
・
管
理
し
、
通
信

す
る
場
合
に
は
暗
号
化
を
施
し

ま
す
。

○
平

成
2
9
年
１

月
か
ら
は
、
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
に
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
含
む
自
分
の
個
人

情
報
が

「
い
つ
」
、
「
ど
の
よ
う

に
」
や
り
取
り
さ
れ
た
か
、
不

正
や
不
適
切
な
照
会
・
提
供
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
を
、
自
分

で
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
予
定
で
す
。（
個
人
番
号
力
－

ド
を
利
用
し
て
、
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
確
認
し
ま
す
。
）

事
業
者
の
皆
さ
ま
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
い
ま
す

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
つ
い
て

も
平
成
2
8年
１
月
か
ら
税
と
社

会
保
険
の
手
続
き
で
従
業
員

（
パ
ー
ト

ー
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
源

泉
徴
収
票
の
作
成
や
各
種
保
険

の
手
続
き
の
際
に
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
個
人
事
業

主
の
方
々
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

●

西側入口

マイナンバー制度専用
お問い合わせ窓口の設置について

－

北側入口

東側入口

平成27年101ddld

１ ０ 月 １ 日 か ら 市 役 所 東 側 正 面 玄 関 前 に マ イ

ナ ン バ ー 制 度 に 関 係 す る 各 種 お 問 い 合 わ せ に

対 応 す る た め 、 専 用 窓 口 を 設 置 し ま す 。 制 度

に 関 す る 質 問 や 不 明 な 点 が あ る 場 合 は 、 専 用

窓 口 を ご 利 用 い た だ く か 、 下 記 の コ ー ル セ ン

タ ー ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

･丿IIご二ｆＪ●ｘ 二４ｊ：Iこ●匯ｙAi， ″:９, 。 二｡二　 ｉ ●

○ マ イ ナ ン バ ー コ ー ル セ ン タ ー

a0570 － ２ ０ － 0178

(全 国 共 通 ナ ビ ダ イ ヤ ル)

※ 土 ・ 日 曜 日 、 祝 日 、 年 末 年 始 除 ＜

午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分

○ ホ ー ム ペ ー ジ

http:// ｗｗｗ.cas･gｏ･jp/jp/seisaku/bangoseido/

○ 甲 州 市 マ イ ナ ン バ ー 制 度 コ ー ル セ ン タ ー

容 ３ ９ － 9191

※土 ・日 曜 日 、 祝 日 、 年 末 年 始 除 く

午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 １ ５ 分



平成２６年度甲州市決算に係る財政の
健全化判断比率及び地方公営企業の資
金不足比率を公表します。

市では、９月１日開会の平成２７年９月定例市議会へ平成２６年度決算に係る財政

健全化判断比率及び地方公営企業の資金不足比率について報告しました。いずれの指

標も早期健全化基準、または経営健全化基準以下であり、審査した監査委員の意見で

も「健全な状態にある」とされました。

前年度の比率との比較では、実質公債費比率で０．２ポイント減少し、将来負担比率

で10.5 ポイント増加しました。なお、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び公営企

業の資金不足比率は、昨年同様、赤字額等がないことから、比率は算定されませんで

した。　　　　　　　　　　　　◆お問い合わせ先　財務経営課　登３２ － 5065

【健全化判断比率】 (単位：％)

項　　　 目 � 実質赤字比率 � 連結実質赤字比率 � 実質公債費比率 � 将来負担比率

健全化判断比率 �- �- �13.5 �132.4
早期健全化基準 �13.30 � １８．３０ �25.0 �350.0

■備考

■参考

実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、比率は算定されないことから 「－」と表示されます。

平成２５年度実質公債費比率：13.7 ％、平成２５年度将来負担比率：121.9 ％

【資 金 不 足 比 率 】 (単位：％)

会計の名称 � 資金不足比率 �経営健全化基準

水道事業会計 �- �20.0
勝沼ぶどうの丘事業会計 �- �20.0

勝沼病院事業会計 �- �20.0
下水道事業特別会計 �- �20.0
簡易水道事業特別会計 �- �20.0

・ 備考　　 資金不足額がない場合、比率は算定されないこと

から 「－ 」と表示されます。

財政に関する専門用語を分

りやすく解説します。

| 実 質 赤 字比 率 （じっしつあかじひりつ）

地方公共団体の一般財源の標準規模を示す「標準

財政規模」に対して、一般会計等の実質赤字額が

占める割合を示す指標です。実質赤字額がない場

合は算定されません。

| 連 結 実質 赤 字 比率

（れんけつじっしつあかじひりつ）

「標準財政規模」に対して、地方公共団体の全会

計（ただし、財産区特別会計は含まない）の実質

赤字　の合 十額の占める割合を　す指　です。連

結実質赤字額がない場合は算定されません。
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実 質 公 債費 比 率 （じっしつこうさいひひりつ）

一般会計の公債費や公営企業債の償還に充てるた

めの繰出金等に係る財政負担の程度を示す指標で

す。

将 来 負担 比 率 （しょうらいふだんひりつ）

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の「標

準財政規模」に対する比率です。算出された数値

は、一般会計等が背負っている負債が、「標準財

政規模」に対し、どの程度であるかを表していま

す。

資 金 不足 比 率 （しきんぶそくひりつ）

公営企業ごとの資金の不足額が、事業の規模に対

してどの程度あるかを示す指標です。資金不足額

がない場合は算定されません。
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甲州ﾜｲﾝ が持つ伝統とﾁｶﾗ

大川栄子 氏
甲州 市観 光大 使。ｲ非優。

食通・ワイン通としても

知ら れる。日本ソ ムリエ

協会名 誉ソムリエ。日本

ワインを愛する会副会長。

甲州市のワイナリーを数

多く訪 れ、本市のワイン

イベントにも幾度となく

参加している。

甲州 市観 光大 使。女 優。

夫は俳優の河原崎建三氏。

甲州市塩山に住まい があ

０東京との二居留地生活

ですごしている。映画デ

ビューは高倉健主演「恐

喝」、 ＴＶでは牛イ ハン

ターが代表作。ｲ也Ｃ Ｍな

ど多数出演している。

中村　桂 氏
甲州市観光大使。ｲ言玄食

品・板前寿司ジャパン代

表取締役社長。甲州の歴

史的食文化である「あわ

びの煮貝」の販路を積極

的に拡大。2007 年に

は板前寿司ジャパンを創

設し世界へ日本食文化の

売０込みを行っている。

司会

コーディネーター

大西かや 氏

ＵＴＹテレビ山梨アナ
ウンサーとして入社。

2010 年から番宣・
ＰＲ担当として編成部

に配属。番宣ミニ番組
「かやＢＡＮ」のナビ

ゲーターをはじめ、コ
ンサートやイベントの
司会を務める。

平成2ﾌ 年101ddld　　　　　　
こ
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一 般 販 売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ

１ ０ 月 ２ 日 （金 ） 午 前 １ ０ 時 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　
１

．　　．．　　・ 甲州市民文化1 館　　　　　　　魯３２ － 5097　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Xi
゛　　　　｀ ■　 ■山日YEIS 本社受付（日休み）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ
■山日ＹＢＳ事業局　　　　　　　魯０５５ － ２３１ － 3121 （平日９:00～17:00 ）　　　　　:

■ＬＡＷＳＯＮ（店頭lOpPi） ，j　三 魯０５７０ Ｔ０８４
‥
Ｔ００３（Ｌコ‾ド72274 ）

・ 主催：甲州市・甲州市教育委員会　・ 共催：山梨日日新聞社・山梨放送

◆お問い合わせ・販売窓口

甲州市教育委員会　生涯学習課　社会教育担当（市民文化会館内） 容３２

k

報こうしゅう

5097



・ 参加料　２００円（保険代）　

小学生未満は無料

■参加賞　ミネラルウオーター他

■サービスコーナー

豚汁、甲州ぶどう、抽選会他

■定　員　 ２，０００名（先着順）

市

ウオークＩＮ甲州

1 1 J91 15EI （Eﾖ）

スタート 午前９ 時
場 所 勝沼中央公園

I J91 1 5 EI （日）　　　 。。,=,t=･･J

タート 午前 ９ 時　　　 Ｗ
β`

１ 所 勝沼中央公園

受 付午前７時30 分

や

開会式午前８時30 分

・ 申込締切　１１月９日（月）はがき必着

■申込方法

電話、ＦＡＸ、はがき、メールのいずれか

氏名、住所、電話、参加人数、希望コース

交通手段を記載してお申し込みください。

◆申し込み・お問い合わせ先

生涯学習課　 スポーツ振興担当

甲州市塩山上塩後２４０番地

容３２ －５０９８　ＦＡＸ３２ － 3391　

メール　s-gak ｕshu ○city.koshu.Lg･］p

第 ６ ２ 回 甲 州 市 か つ ぬ ま

ぶ ど う ま つ リ フ
ッ ト

パ スI

●丿 ●･ ● ●● ●● ●●● ●● ●● ●●● ●● ●● 匍●● ●匈 ●●● ●● ●●1

日　 時　 １ ０ 月 ３ 日 （ 土 ）

午 後1 時 ３ ０ 分
～

コ
ー

ス　 勝 沼 町 下 岩 崎

定　 員　 ２ ０ 名

締 切 日　 １ ０ 月 ３ 日 （ 先 着 順 ）

主　 催　 観 光 交 流 課

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

ａ ３ ２ 
－ 5000

栖 霊 寺 宝 物 風 入 れ 展 と

竜 門 峡 の 紅 葉 狩

● ●● ●● ●●● ●● ●命 ●●● ●● ●●● ●● ●φ ●●● ●● ●丿 ●●● ●● ●●

日　 時　 １ １ 月 ６ 日 （ 金 ）

午 前 ９ 時
～

コ
ー

ス　 大 和 町 栖 雲 寺
～

竜 門 鋏

集　 合　 甲 州 市 役 所　 大 和 支 所

主　 催　 文 化 財 課

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

容 ３ ２
－5076

えんざんまちなか

ウォーキング

時

ス

催

一

日

コ

主

１１月１４日（土）

塩山街中商店街

えんざんまちなか

ウォーキング

申し込み・お問い合わせ先
登０９０ －3225 － 3040

か つ ぬ ま 朝 市 ま ち 案 内 処 開 設

フ ッ ト パ ス ・ ガ イ ド ツ ア
ー

一旬● ●●φ ●● ●l ●噂● ●吻 ●丿● 濤● ●旬 ●●● ●● ●● ●●● ●● 働● ●●● ●● ●

日　 時　 １ ０ 月 ４ 日 （ 日 ）

１ １ 月 １ 日 （ 日 ）

コ
ー

ス　 勝 沼 町 勝 沼

定　 員　 な し （ 当 日 参 加 可 能 ）

参 加 料　 ３ ０ ０ 円

主　 催　 勝 沼 フ ッ ト パ ス の 会

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

登 ３ ９ 
－ 

８ ９ １ ５ （ 勝 沼 フ ッ ト

パ ス Ｈ Ｐ か ら も 申 込 み 可 能 ）

こ ろ 柿 作 り 体 験 と

塩 山 温 泉 を 歩 く フ ッ ト パ ス

丿 丿 ●●● ●● ●●● ●● ●φ ●● 考●● ●参 考● 考●考 ●● ●丿 ● ●考 ●● ●丿 ● ●● ●

日　 時　 １ １ 月 ７ 日 （ 土 ）

コ
ー

ス　 塩 山 松 里

定　 員　 ３ ０ 名 （ 前 日 ま で 申 込 可 ）

参 加 料　 １

，

２ ０ ０ 円

主　 催　 甲 州 市 観 光 ボ ラ ン テ ィ ア　

ガ イ ド の 会

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

容 ０ ９ ０
－8891　 － 3915

塩 山 の 歴 史 的

風 致 散 策

●毎● ●● ●4 ●丿●丿 丿 ●φ ●●● ●● ●● ●●● ●● ●● 毎●φ ●●

日　 時　 １ １ 月 ２ ０ 日 （ 金 ）

午 前 ９ 時
～

コ
ー

ス　 塩 山 松 里

集 合 場 所　 甲 州 市 役 所

本 庁 舎 駐 車 場

主　 催　 文 化 財 課

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

容 ３ ２ －5076

お 子 安 さ ん の 立 正 寺

、

子 授 け で 有 名 な

熊 野 神 社 を 歩 く フ ツ ト パ ス

I 働● ●● ●●● ●瘤 ●讐● 個● ●● 曙●● ●●●φ ● ●●● ●φ 嘸●●l ● 働●● ●● 欄●･

日　 時　 １ ０ 月 １ ０ 日 （ 土 ）

午 前 ９ 時
～

コ
ー

ス　 勝 沼 町 休 息
・

塩 山 熊 野

定　 員　 ３ ０ 名 （ 当 日 参 加 可 能 ）

参 加 料　 ５ ０ ０ 円

主　 催　 甲 州 市 観 光 ボ ラ ン テ ィ ア　

ガ イ ド の 会

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

容 ０ ９ ０ 
－ 8891　 － 3915

ほ う と う 祭 り

武 田 の 史 跡 フ ッ ト パ ス

●● ●● ●●● ●● ●● ●●● ●●● ●● ●●● ●● ●●● ●● 希希● ●● ●●● ●● ●●

日　 時　 １ １ 月 ８ 日 （ 日 ）

午 後1 時 ３ ０ 分
～

コ
ー

ス　 大 和 町 （ 会 場 ～ 駅 ）

定　 員　 ２ ０ 名 （ 定 員 に な り 次 第　

締 切 ）

主　 催　 観 光 交 流 課

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

ａ ３ ２ 
－ 5000

玉 宮 竹 森 コ
ー

ス フ ッ ト パ ス

玉 諸 神 社 な ど の 神 社 を 巡 り､ 闘 茶ｶﾌｪ で
一

休 み

●● ●● ●邨● ●● ●●● ●● ●●● ●● 働●● ●● ●● 嗇●● ●●● 慟● ●刄● ●● ●●

日　 時　 １ １ 月 ２ １ 日 （ 土 ）

午 前 ９ 時 ～

コ
ー

ス　 塩 山 竹 森

集 合 場 所　 申 込 時 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

定　 員　 ２ ０ 名

参 加 料　 １

，

０ ０ ０ 円

主　 催　 玉 宮 フ ッ ト パ ス の 会

申 し 込 み
・

お 問 い 合 わ せ 先

容090 ’ 5497 ‾6_･ﾀﾞﾌ子_」

平成2ﾌ 年101ddlS
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１０月の甲州市内イベント開催に伴い、下記のと

おリ市民バス路線の運休や、迂回運転を行います。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。

甲州市イベント情報 はホームページをご覧 ください。

甲州市H P http:// ｗｗｗ.city.koshu.y ａｍａｎａshi.jp/

かつぬまぶどうまつリ

○甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線

運休停留所 �
運休時間

�天目（栖雲寺）１３：３６発

上町交差点西 � １４：０７

旧田中銀行前 � １４：０８

10/18

○勝沼地域市民バス　ワインコース２（第４便）

運休停留所 �
運休時間

�健康福祉センター１４：００発

旧田中銀行前 � １４：４３

中央公園入口 � １４：４５

勝沼支所 � １４：４６

フルーツマラソン大会

○甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線

運休停留所 ��

運休時間

�塩山駅南口

９：０７発 �

塩山駅南口

１２：３１発 �

天目（栖雲寺）

１０：２５発

東雲保育所前 � ９：３０ � １２：５４ � １ １　：０３

勝沼病院 � ９：３２ � １２：５６ � １１ �０１

勝沼支所 � ９：３３ � １２：５７ � １ １ ：００

旧田中銀行前 � ９：３５ �- � １０：５８

上町交差点西 � ９：３６ �- � １０：５７

山口園前 � ９：３６ �- � １０：５７

:10/25 およっちょい祭り

○甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線

○勝沼地域市民バス 全区間運休

ぶどう

コース１ �

健康福祉センター

�９：３０発 �１２：５０発

�第１便 � 第3 便

ワイン

コース１ �

健康福祉センター

�９：００発 �１２：２０発

�第１便 � 第3 便

ぶどう

コース２ �

健康福祉

センター �-

�１０ ： ２０ 発

�第2便

ワイン

コース２ �

健康福祉

センター �-

�１０ ： ５０ 発

�第2便

※第４便、第５便、第６便は通常

通り運行します。

運休停留所 �

運休時間

�塩山駅南口 ���甲斐大和駅 � 天目（栖雲寺）

�9:07発 �12 : 31 発 �15 : 10発 �8:05 発 �１０ ： ２５ 発 �１３：３６発

甲州市役所 �9:09 �１２ ： ３３ �１５ ： １２ � ８ 二49 �１１ ：２４ �１４ ： ３４

k

報こうしゅう
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総

合

戦

略

の

策

定

ヘ

ー
　
　
　

意

向

調

査

を

実

施

地
方
創
生
の
取
り
組
み
で
す
が
、

人
ロ

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
策
定

に
向
け
て
、
各
課
か
ら
提
案
さ
れ

た
総
合
戦
略
に
向
け
た
事
業
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
終
え
、
現
在
、
区
長
会
、

観
光
協
会
、
民
生
委
員
会
な
ど
の
各

種
団
体
及
び
地
域
住
民
の
方
々
に

意
向
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
回

答
い
た
だ
い
た
内
容
の
分
析
を
行

い
、
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
て
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用

途
地
域
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
を

踏
ま
え
、
平
成
2
9年
中
に
お
い
て
、

都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
、
そ
の

他
見
直
し
も
完
了
す
る
こ
と
を
目

途
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
見
直
し
を
行
う
問
で
あ
る

平
成
2
8年
度
及
び
平
成
2
9年
度
の

２
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税

を
停
止
す
る
た
め
、
今
議
会
に
お

い
て

「
甲
州
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
案
を

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

甲

州

市

と

文

京

区

一
　
　

相

互

協

力

の

協

定

へ

国
内
交
流
事
業
と
し
て
、
旧

塩

山
市
時
代
か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
文
京
区
と
の
交
流
に
つ
き
ま

訪
問
団
」
が
９
月
ワ
日
か
ら
2
4日

ま
で
の
８
日
間
、
「
甲
州
市
中
学
生

ボ
ー
ヌ
市
友
好
親
善
訪
問
団
」
も

９
月
１８
日
か
ら
乃
日
ま
で
の
８
日

間
派
遣
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
国
際
的
視
野
を
広

げ

る
と
と
も
に
、
国
際
理
解
を
深

め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
友
好

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

一
市

制

施

行

１０

周

年

事

業

数

々

の

記

念

事

業

開

催

月
月
１
日
に
は
、
甲
州
市
制
施

行
１０
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
数
々
の
記
念
事
業
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
文
化
振
興

と
し
て
、
１１
月
2
1日
に
は
、
甲
州

ワ
イ
ン
が
持
つ
魅
力
を
ワ
イ
ン
文

化
振
興
の
観
点
か
ら
基
調
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
翌
2
2日
に
は

市
民
の
歌
「
み
の
り
の
風
～
虹
の

丘
～
」
の
作
曲
者
で
あ
る
歌
手
の

森
山
良
子
さ
ん
に
よ
り
ま
す
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。



予

想

を

上

回

る

納

付

一
　

保

険

料

の

新

シ

ス

テ

ム

介

護

保

険

事

業

に

つ

い

て

で

あ

り

ま

す

が

、

介

護

保

険

料

の

改

定

に

伴

い

、

所

得

が

低

い

方

の

負

担

軽

減

を

図

る

た

め

、

本

年

度

よ

り

保

険

料

を

所

得

に

応

じ

て

、

８

段

階

を

１３

段

階

に

設

定

し

、
「
／
月

１

日

か

ら

は

、

新

た

に

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ー
ス

ト

ア

等

で

の

保

険

料

の

支

払

い

を

ス

タ

ー
ト

さ

せ

た

結

果

、

１

ヶ

月

の

納

付

額

の

約

３

割

を

占

め

る

な

ど

、

予

想

を

上

回

る
納

付

が

あ

り

ま
し

た

。

今

後

も

引

き

続

き

収

納

率

の

ア

ッ

プ

を

目

指

し

て

参

り

た

い

と

考

え

て

お

り
ま

す

。

ま

た

、

昨

年

度

、
国

の

「
妊

娠

・

出

産

包

括

支

援

モ

デ
ル

事

業

」

に

選

定

さ

れ

、

産

前
・

産

後

マ

マ

の

ほ

っ

と

ス

ペ

ー

ス

等

の

事

業

を

開

始
い
た
し
ま
し
た
。

新
た
に
加
わ
る
事
業
と
し
て
、
塩

山
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充

実
を
図
リ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
、
相
談
支
援
の
拠
点

と
な
る
よ
う
、
保
健
師
等
が
常
駐

し
、
相
談
体
制
の
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

峡

東

３

市

が

連

携

一
　

新

た

な

地

域

活

性

化

へ

世
界
農
業
遺
産
認
定
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
市

民
会
議
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

山
梨
県
及
び
峡
東
３
市
に
よ

る
推

進
会
議
を
設
置
し
、
認
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会
で
は
、

農
林
水
産
省
の
農
林
漁
村
６
次
産

業
化
対
策
事
業
の
「
産
地
間
連
携

等
に
よ

る
輸
出
振
興
体
制
の
構
築

を
図
る
取
組
」
に
関
す
る
補
助
事

業
の
獲
得
に
向
け
、
事
業
計
画
を

提
案
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
８
月

１０
日
付
け
で
交
付
決
定
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
輸
出
に
向
け
た
産
地
間
連

携
の
手
法
の
検
討
会
開
催
、
９
月

下
旬
か
ら
１０
月
上
旬
に
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
、
販

路
拡
大
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
及
び
峡
東
３
市

に
よ
る
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に

つ
い
て
は
、
構
想
策
定
の
準
備
会

を
設
置
し
、
検
討
を
ス

タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

峡
東
地
域
の
一
大
資
源
で
あ
る

ワ
イ
ン
を
核
に
、
果
実
や
農
業
景

観
等
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

向
け
、
年
度
内
に
構
想
を
策
定
し

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
果
樹
園
交
流
の
ま
ち
・

甲
州
市
」
が
最
も
賑
わ
う
秋
の
収

穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
観
光
協
会
や

Ｊ
Ｒ

な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
始
め
と
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
や
情
報
媒
体
な

ど
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
誘

客
促
進
・
観
光
宣
伝
活
動
を
例
年

に
も
増
し
て
積
極
的
に
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国

の

選

定

地

区

上

条

集

落

一
持

続

可

能

な

伝

建

地

区

へ

塩
山
下
小
田
原
の
上
条
集
落
に

つ
き
ま
し
て
は
、
フ

月
８
日
付
け

峡
東
３
市
が
連
携
し
、
果
樹
産
地
で

あ
る
峡
東
地
域
の
世
界
農
業
遺
産
認

定
を
目
指
し
ま
す
。

の
官
報
で
「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
と
し
て
告
示
さ
れ
、

正
式
に
「
国
の
選
定
地
区
」
と
な

り
ま
し
た
。

「
重
伝
建
地
区
」
は
、
選
定
が
ゴ

ー
ル
で
な
く
、
発
展
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
の
で
、
来
客
者
か
ら
「
来

て
良
か
っ
た
」
、
地
区
住
民
も
「
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

よ
う
、
地
域
の
方
々
と
共
に
「
持

続
可
能
な
伝
建
地
区
」
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

上
条
の
魅
力
を
紹
介
し
よ
う
と
見
学
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
（
第
３
回
見
学
会
・
９
／
１９

）

こうし ゅう



気づいていますか

Ｓこ
○こ
Ｓろ
サと
イ命
ンの

心
と
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
続

く
と
き
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

症
状
に
早
く
気
づ
き
、
対
処
す
る
こ

と
が
健
康
維
持
の
た
め
に
は
大
切
で
す
。

ご
自
身
や
身
近
な
方
に
、
心
と
身
体
か

ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
が
出
て
い
な
い
か
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
状
態
を
多
く
認
め

る
場

合
は
、
命
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
で

す
。
ひ

と
り
で
抱
え
込

ま
ず
に
相
談
窓
口
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

①
次
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
る
。

気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の

能
率
が
落
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
、
不
眠

が
続
く

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く
。

③
酒
量
が
増
す
。

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い
。

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な
失

敗
を
す
る
、
職
を
失
う
。

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い
。

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
（
職
、
地

位
、
家
族
、
財
産
）
を
失
う
。

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る
。

⑨
自
殺
を
口
に
す
る
。

⑩
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ
。

身 近な方 が悩 んでい ると

き、「どうしたら良いのか？」

など対応に困ることはありま

せんか？こころの悩みを抱え

る方のサインに気づき・見守

り・必要な支援につなぐ方法

について学びます。

身
近
な
方
の
こ
こ
ろ
と
命
の
　
　
」
　

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら

①
見
守
る

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
孤

独
感
や
絶
望
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
本
人

を
責
め
た
り
、
安
易
に
励
ま
し
た
り
、
本

人
の
考
え
を
否
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
で

よ
く
話
を
聴
い
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

②
つ
な
ぐ

相
談
を
受
け
た
ら
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

ず
、
早
め
に
専
門
の
相
談
窓
口
に
つ
な
げ

ま
し
よ
う
。

心

の

問

題

で

悩

ん

で

い

る

方

や

、

そ

の

ご

家

族

の

相

談

に

専

門

ス

タ

ッ

フ

が

応

じ

ま

す

。

来

所

で

き

な

い

場

合

は

、

ご

自

宅

等

へ

の

訪

問

も

可

能

で

す

の

で

、

ま

ず

は

、

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

※

こ

の

相

談

は

完

全

予

約

制

で

す

【
精

神

科

医

師

に

よ

る
相

談

】

１

日
　

時
　

１０

月
2
1
日

（

水

）

午

後
２

時
３０

分
～

午

後
４

時
３０

分

１１ 月１０ 日（火）

午後ら時３０分～午後８時

甲州市民文化会館２階　大会議室

山梨県立大学　人間福祉部

福祉コミュニティ学科

准教授　山中達也先生

・ 日　 時

所

師

■場

■講

■申込み　１０月３０日（金）まで

■参加費　無料

◆申し込み・お問い合わせ先

福祉あんしん相談センター

ａ３２ － 0285　FAｘ３３ － 2307

■
申
込
み
　
１０
月
１４
日
（
水
）
ま
で

【
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
】

■
日
　
時

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
中

」
申
し
込
み
　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

昔
32
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’
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判定方法

これらのうち２項目以上が２週間以上、

ほとんど毎日続いていて、そのために

つらい気持ちになったり毎日の生活に

支障が出たりしている場合、うつ病の

可能性があります。

う つ 病 の 自 己 チ ェ ッ ク

ロ毎日の生活に充実感がない。

口これまで楽しんでやれていたことが、楽しめな

くなった。

口以前は楽にできていたことが、今ではおっくう

に感じられる。

口自分が役に立つ人間だと思えない。

口わけもなく疲れたような感じがする。

口以前と比べて表情が暗く、元気がない。

口体調不良の訴えが多くなる。

口仕事や家事の能率が低下、ミスが増える。

口周囲との交流を避けるようになる。

口遅刻、早退、欠勤（ 欠席 ）が増加する。

口趣味やスポーツ、外出をしなくなる。

口飲酒量が増える。　　など

＊こ こ ろ の 相 談 窓 口 ＊

①甲州市役所　福祉あんしん相談センター

ａ ３２ － 0285　 平日 ８：３０～１７：１５

※水曜日 のみ　 ８：３０～１９：００

土曜日 のみ１２：００～１７：００

②こころの健康相談統一ダイヤル（自殺防止電話相談）

a0570 － ０６４ － ５５６

平日９：００～１６：００

夜間 火曜日～土曜日 １６：００～２２：００

③ストレスダイヤル　ａ ０５５ － ２５４ － 8700　

平日９：００～１６：００

夜間 木曜日１６：００～２０：００

④精神保健福祉センター 昔０５５ － ２５４ － 8644　

平日８：３０～１７：１５

⑤山梨いのちの電話　 昔０５５ － ２２１　－ 4343　

火曜日～土曜日 １６：００～２２：００
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ピ
ア
カ
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ン
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に
よ
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相

談

＊
予
約
制
＊

障
害
を
持
つ
方
の
の
悩
み
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同
じ
障
害

を
持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。

経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同

じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り

ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
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く
だ

さ
い
。
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来
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も
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お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障

害
者

陶
芸

教

室

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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国保いさいきうイフ通信

健診から健康づくりを始めよう！
--- 一一

～特定健診受診率５３％！　
２人に１人が特定健診を受けています～

今年５月に実施した健診希望調査の結果、総
合健診の申し込み数が増加し、また人間ド

ックは定員を100 名

増員しましたが、例年より早く定員に達するな
ど、健診受診を希望する方が増えています。

健 診 を 受 け る だ け で 満 足 し て い ま せ ん か ？

健 康 を 守 る サ イ ク ル を 回 す の は あ な た ！

皆さんに健診受診をお勧めする目的は、右の図のよう

に、「健診を受けて健康状態を確認し、必
要な生活改善を

行い、そして健診で効果を確認する
」という健康を守る

サイクルを毎年まわし、その結果、皆さん
の健康度が向

上することです。

しかし、健診受診時に伺っている 「運動や

食生活の生活習慣を改善してみようと思いま

すか？」という質問に「改善に取組ん
でい

る 拓｡5 ％JF 改善するつもりであるB9.4
％」

「改善するつもりはない44.1 ％
」という結果

で、健康状態を確認して終わっている方が約

４割いることが分かりました。

１ 健診を受ける　｜

4 ●

1 …

…1｣!li:

健康状態を

確認する

り¶. ●¶ ¶･･･,yE'.,|

゛Illi,

こ

,。生活習憚を

改善する

9
改善馮

総 合健 診 結 果 説明 会 ・健 診 結 果 相談 窓口 を

ご 利 用く ださ い 。

健診結果は、あなたの健康状態を数値で表しており、結果をもと

に健康づくりに生かすことが大切です。市では10
月５日から１２

月25 日まで総合健診結果説明会や塩山保健福
祉センターにて毎週

月・木曜日に健診結果相談窓口を開設していま
す。市保健師、管理

栄養士が健康状態を分かりやすくご説明し、
効果的な生活改善を一

緒に考え支援します。ぜひご活用ください
。

◆お問い合わせ先
国保年金課　保健事業担当　ａ３２ － 2111 （内１１５）

生活習慣改善の意欲(H26

年度健診受診者)

リ

平 成27 年 フ月 の医 療 費

医療 費全体　　　　3 億189 万円

(前年同月比　　 十2,537 万円)1

人当たり医 療費　　 ２８,８００円

(前月同月比　　　　＋3 訓 フ円)　

[国保連　診療報酬請求額基準]

「最近、太つたな一」と感じるあなたに、
受けて欲しい笏|海藻診

［最近 太つたな～］「お 腹でてきたな
」と思うあな　 ことをお 勧めします．また ごヽ家庭

での体重測定はヽ

-･‥･- 一一･･一 一－･- 一一一一４りか･ｎ「 アロ フヽ ７-flま了り1 牛活習慣を振り返り、改める 機
会となりI取1″ I ハノ沁９　Ｊ Ｉ｡､』-、－

だ。 20歳の頃に比べて何kg 体重が増加している　 それまでの生活習慣を振

か確認してみてください。お腹が出ていなくても、20

歳以降、体重の変動が大きかったり、10kg
以

上体重が増えると糖尿病発症リスクが
３倍になる

といわれています。体重が増える生活習|買
が糖尿病

などの生活習慣病の発症リスクを高めます
。生活習

慣病の芽を早く摘むためにF 最近太つたな
」と思っ

た時に特定健診を受診し、健康状態を確認
しておく

健康管理に大変効果的です。

―

姦

霖

O ％ 20％　40 ％　　60％　　80％　100 ％

■はい

日いいえ

平成2ﾌ年
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ぜひ遊びに来てください

☆ 児 童 セ ン タ ー ・

一

種

ふれあい親子館☆

児童センター・ふれあい親子館には、広いス

ペースにおもちゃがいっぱいあって、自由に遊

ぶことができます。また、それぞれの児童セン

ター・ふれあい親子館では、毎月数回「親子あ

そび」を行っています。同世代のお子さんを育

てる保護者の方の繋力恂 も見つけることができ

るので、お気軽にお越しください。

※親子あそびの予定は､広報や情報カレンダー。

市ＨＰ子育て応援団でご確認いただけます。

ｺ９中 仙９ム

☆塩山南児童センター（塩山中学校東側）

開館時間　月曜日～金曜日

９：ＢＯ～１３：３０

お問い合わせ先　Ｓ３３－7900

☆塩山北児童センター（塩山北小学校北側）

開館時間　月、火、木、金、土曜日

９：３０～１３：３０

お問い合わせ先　 昔３３－7800

☆東雲ふれあい親子館（東雲小学校東側）

開館時間　月曜日～金曜日

９：ＢＯ～１３：３０

お問い合わせ先　昔４４－3723

寄べこ(j)孚どもの笑顔のため

,Ｑ

高齢者の見守り隊　配食ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ を紹介します!

つ

い
て

話
し

合
い

な
が

ら

実
践
し

て
い

ま
す
。
日
頃
か

ら
在
宅

高
齢

者
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暮
ら
し
を

見
守
っ
て
く
だ

さ
る
配
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
存
在
は
、
高

齢
者
が
安
心
し

て
自
宅
で
過
ご

す
た
め
の
心
強

い
存
在
に
な
っ

k
報こうしゅう

ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
で
利
用
者
ひ
と
り

ひ
と
り
の
様
子
を
共
有
し
、
改
善
に

協
力
を
得
て
、
高
齢
者
宅
に
昼
食
を

届
け
て
お
り
、
現
在
５
名
の
方
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
た
だ
昼

に
、
定
期
的
に
食
事
を
届
け
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
高
齢
者
が
食
の

確
保
に
つ
い
て
心
配
な
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

市
で
は
、
治
療
食
等
に
よ
り
食
事

の
支
度
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
々

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
自
身
も
、
地
域
で
活
動
す
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で

す
。
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活

動
は
、
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
だ
け

で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
自

身
の
ハ
リ
の
あ
る
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
方
が
い
き
い

き
と
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
見
守
り
活
動
や
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
市
内
に
広
が

る
よ
う
に
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
よ
う
。
ご
協
力
と
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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圓
産地呼称ワインを認定！

９月フ日、甲州市原産地呼称ワイン認証審査会は勝沼

ぶどうの丘で今年度の原産地呼称ワイン認証書交付式を

開催しました。今回、３２点のワインが認証され、この

うち原料に甲州市産ブドウを用いたものが２８点、市外

で県産ブドウを用いたものが４点となりました。

市原産地呼称ワイン認証制度の軸である「ワインの原

料となるブドウの出自を明確に示す」ことへの理解が着

実に進む中、今年は制度開始から５年が経過しており、

次の５年に向けての制度のあリ方を多角的に検証してい

きます。認証を受けたワインは、シールが貼られ、ぶど

うの丘などで販売されます。

園
京都庁で観光キャンペーン！

９月９日から１５日までのフ日間、市と甲州市観光

協会は東京都庁で観光キャンペーンを行いました。

国内外の観光客が多く訪れ、フルーツ娘の皆さんが

日本語や英語、中国語のパンフレットなどを配り、甲

州市の魅力を伝えました。また、市内で生産したブド

ウやワインをはじめとする特産品の販売も行いました。

殲 えあれば憂いなし
自主防災訓練

まちのわたい

９月１日の「防災の日」を中心に市内の各地で

自主防災訓練が行われました。

下東区では集合避難訓練を実施。午前９時のサ

イレンが鳴ると、区の皆さんが続々と塩山東公民

館に集まり、組長さんが安否確認を行いました。

また、炊き出し訓練として、電気がない状況を想

定して釜を使って米を炊ぎカレーを作りました。

火災を想定し、放水体験も行われました。「訓練で

の成果が活かされるような災害がないことを願う

ばかり」、「備えあれば憂いなし」と話す参加した

皆さんは真剣な眼差しで訓練を行っていました。

厘] 州市制施行10 周年記念事業

中部航空音楽隊ふれあいコンサート♪

９月５日、甲州市民文化会館で航空自衛隊中部航空

音楽隊によるふれあいコンサートが開催されました。

会場にはア００名を越える皆さんが訪れ、子どもから

大人まで楽しめる幅広いジャンルの曲演奏に、聴き入

りました。観客も手拍子をするなど音楽隊と一体とな

り、すばらしい演奏を肌で感じていました。

平成27年101ddlS
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真 居焼ぎ 護摩木積み。

９月２０日、甲州市かつぬまぶどうまつリ実行委員

会は、かつぬまぶどうまつりのクライマックスを飾る

「鳥居焼き」の護摩木積み作業を行いました。

伝統となるこの護摩木積みに 勝沼中学校の生徒や

地域住民など１５０人を超えるボランティアの皆さん

が参加し、柏尾山の斜面を登り、夜空にたて７０ｍ、

横６０ｍの巨大な鳥居が浮かび上がる様子を想像しな

がら、護摩木を大切に、積み上げました。

国勢調査が

◆お問い合わせ先

市民課　市民生活担当

ａ３２－5068

k

報こうしゅう

国勢調査

2声15

厘]
州市ナイター陸上記録会

９月１９日、甲州市体育協会は、甲州市ナイター陸

上記録会を塩山総合グラウンドで開催しました。

この大会は、昼間の競技での熱中症などを予防する

ため、日暮れから行われており、市内の小中学生の陸

上競技レベルの向上を目的としています。

当日は、市内の小・中学校から約３００人が参加し、

５０ｍ走・１００ｍ走・８００ｍ走・立ち幅跳び、走

幅跳びの５種目の競技が行われました。観客席からは、

家族や友達の大きな声援がおくられ、選手は自分の記

録に一喜一憂。また、記録更新に達成感を感じながら、

陸上を通じて楽しいひと時を過ごしました。

囲 １００歳の皆さんを慶祝訪問♪

スタートしました！

９月２０日までにインターネッ

ト回答がなかった世帯には、調査

員が各世帯に調査票をお配りして

います。

回答期間は１０月１日（木）か

ら７日（水）の間になりますので、

調査票にご記入していただき、国

勢調査員に提出をお願いします。

９月１９日、市は今年度１００歳になられる方へお

祝い金等の贈呈に市社会福祉協議会、市民生委員をは

じめ関係者の皆さんと慶祝訪問を行いました。

今年度、１フ名の方が１００歳を迎え、この日は８

名のお宅を訪問しました。現在、市内に１００歳以上

の方は３３名おり、最高齢は１０７歳と、全国でも長

寿のまちとなっております。市は今後も末永く幸せに

暮らせるまちづくりを目指していきます。
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耐
震
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

昭
和
5
7年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い
る

住
宅
で
、
平
成
１８
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
2
7年

１２
月
3
1日
ま
で
の
間
に
、
耐
震
補
強
な
ど
現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修
を
行
い
、

改
修
工
事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に
関

係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合
、
工
事

完
了
の
翌
年
度
か
ら
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税

額
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の

１
／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　

資
産
税
担
当

容
3
2‐
2
1
1
1

（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
の

固
定
資
産
減
額
の
お
知
ら
せ

6
5歳
以
上
の
方
、
介
護
保
険
法
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
障
害
を
お

持
ち
の
方
が
居
住
す
る
住
宅
（
平
成
１９
年
１

月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い
る
も
の
）
に
つ

い
て
、
平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
2
8年

３
月
3
1日
ま
で
の
間
に
、
浴
室
の
改
修
な
ど

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、

改
修
工
事
後
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
以
内
に

関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し
た
場
合
、

工

事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

（
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）
の
１

／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　

資
産
税
担
当

容
3
2‐
2
1
1
1

（
内
１
８
２
・
１
８
３
）

省

エ

ネ

改

修

住

宅

の

固

定

資

産

税

減

額

の

お

知

ら

せ

平
成
2
0年
１
月
１
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
2
0年
４
月
１
日
か
ら
平
成
2
8

年
３
月
3
1日
ま
で
の
間
に
、
窓
の
改
修
工

事
（
必
須
）
を
含
む
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
に
原
則
と
し
て
３
ヶ

月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
申
告
し

た
場
合
に
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固

定
資
産
税
額
（
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当

分
ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
お
よ
び
手

続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　

資
産
税
担
当

容
3
2－
2
1
1
1

（
内
１
８
２
・
１
８
３
）
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で 乍卜 丿 尚 十 二卜 白 ～

１　 ｊ　

蓬
住 民 基 本 台 帳 カ

ー
ド の 交 付 は 終 了 し ま す

。

∇|| 添

の導入に

の交付が

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）

伴い、平成２８年１月から「個人番号カード」

開始されます。

このため「住民基本台帳カード」は、平成２７年１２

月２８日（月）をもって交付手続きと更新手続きを終了

します。

運転免許証など顔写真付きの身分証明書をお持ちでな

い方が「住民基本台帳カード」を申請する場合、即日交

付が出来ないため、日程に余裕をもってご申請ください。

「住民基本台帳カード」の有効期限は、交付された日か

ら１０年間となっています。交付された「ｲ主民基本台帳

カード」は、券面に記載された有効期限まで引き続きご

利用できます。

※ただしｅ－Ｔａｘなどに利用する電子証明書の有効期限

は交付された日から３年間となっています。

※「個人番号カード」と「住民基本台帳カード」を重複

して所持することはできません。「個人番号カード」を

交付する際に、「住民基本台帳カード」を回収させてい

ただきます。

◆お問い合わせ先　市民課　住民記録・戸籍担当

昔３２ － 2111 （内１０２～１０５）



社会保障・税番号制度（マイナンバ ー制度）

の導入に伴い、平成２８年１月 から電子証明書

が標準搭載さ れた 「ｲ固人 番号カ ード」の交付が

開始されます。

このため、平成２７年１２月２２日（火）、午

後５時をも ってｅ －Ｔａｘなどの電子申請に使

用 する「ｲ主民基本台帳カード」用の電子証明書

の発行、交付を終了します。

平成２７年１２月 ２３日 （水）以降は、住民

基本台帳カードに格納さ れている電子証明書の

更新は出来ませんのでご注意ください。

平成２８年１月以降に電子証明書を発行する

ために「個人番号カード」への切り替えが必要

です。制度上即日交付ができないので、確定申

告の時期に有効期間の満了日を迎える方はお早

めにお手続きをお願いします。

「ｲ固人番号カード」は、平成２７年１０月から

通知カードと共に送付さ れる申請書を郵送する

と、平成２８年１月以 降、交付を受けることが

できます。

申請書に記入する際、電子証明書の発行を希

こうしゅう

望しない場合、チェックを入れる仕様になって

います。

電子証明書を発行することで、マイナポータ

ルのログインや各種証明書のコンビニ交付サー

ビス、ｅ －Ｔａｘの確定申告など に利用できま

す。

チェックを入れてしまいますと電子証明書が

格納されません。

「ｲ固人番号カード」に、電子証明書の格納を希

望する方はご注意ください。

電子証明書の有効期限が満了する方へは、事

前に更新の案内を送付しています。

電子証明書発行時にお渡ししました電子証明

書の写しにより、有効期 限をご確認くださ い。

電子証明書の更新手続きは有効期限の３ヶ月前

から申請いただけます。

◆お問い合わせ先

市民課　 住民記録・戸籍担当

昔３２ － 2111 （ 内１０２～１０５）



７

子

ど

も

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

接

種

費

用

助

成

の

お

知

ら

せ

■
助
成
対
象
者

市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
１
歳
か
ら

小
学
校
６
年
生
の
方
（
対
象
者
に
は
個
別
通

知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。）

■
費
用
助
成
期
間

１０
月
１
日

采

）
～

平
成
2
8年
・一
月
3
1日
（
日
）

■
公
費
助
成

１
人
に
つ
き
　
　
　

１
。
５
０
０
円

（
１
回
限
り
）

■
自
己
負
担
額

医
療
機
関
に
助
成
券
を
提
出
し
、
接
種
料

金
か
ら
１
。
５
０
０
円
を
除
い
た
額
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
各
医
療
機
関
に
よ
り
、
接
種
料
金
は
異

な
り
ま
す
。
直
接
医

療
機

関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

」
接
種
医
療
機
関

個
別
通
知
に
同
封
し
ま
し
た
医
療
機
関
一

覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
医

療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
予
診
票
と
助
成
券

対
象
者
の
方
に
は
個
別
通
知
で
「
予
診
票
」

と
「
子
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助

成
券
」
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

■
注
意

○
助

成
券
及
び
予
診
票
、
母
子

健
康
手
帳

を
忘

れ
た
場
合
は
、
接
種

を
受
け
る
こ

と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実

費
で
接

種
し

た
場

合
は
、
接
種

後
領
収
書
を
市

役
所
に

持
参
さ
れ
て

も
費
用

の
償
還
払

い
は

で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず

送
付

さ

れ
た
予

診
票
と
助

成
券
を
持
参
し

て
予

防
接
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
助
成

券
と
予

診
票

は
事
前
に
必
要
事
項

を
記

入
の
う
え
、
医
療
機

関
に

持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

○
助

成
券
や
予
診
票
を
無
く
し
た
り
、
甲

州
市

に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、
市

役

所
の

窓
口

に
て
発
行
（
再
発
行
）
　の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
期
間
内
で

も
休

診
日

や
休
診
時
間
が

あ

り
ま
す
。
直
接
医
療
機

関
へ

お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の

予
防
接
種
は
、

保
護

者
の

責
任

に

基
づ
く
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　

健
康
企
画
・
医
療
担
当

昌

‐
5
0
1
4

】
局
齢

者

そ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

接

種

費

用

助

成

の

お

知

ら

せ

■
助
成
対
象
者

○
甲
州
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
6
5歳
以

上
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
。

○
甲
州
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
6
0歳
か

ら
6
5歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
の
あ
る
方
、
ま

た
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
免

疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
害
が
あ
る
方
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
。

―

♂

Ｉ

■
費
用
助
成
期
間

１０
月
１
日

宋

）
～

平
成
2
8年
１
月
3
1日
（
旦

■
接
種
費
用

市
か
ら
の
費
用
助
成
額
が
１
人
に
つ
き
１

回
２
。
０
０
０
円
（
１
回
限
り
）
で
す
の
で
、

各
医
療
機
関
に
お
い
て
２
。
０
０
０
円
を
差

し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
り
異

な
り

ま
す
。
直
接

医
療
機
関
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給

者
の
方

は
、
費
用
免
除

で
受
け

る
こ
と
が
で

き
ま
す
が

、
市
福

祉
課
（
福
祉
事
務
所
）
で
発
行
す
る
「
被

保
護
証
明
」

を
接
種
す

る
際
に
医
療
機

関
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
証
明
書
発
行
の
手
続

き
を

済
ま
せ
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
（
医
療
機
関
に

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
予
診
票

予
診
票
は
、
各
医
療
機
関
及
び
市
役
所
健

康
増
進
課
、
ま
た
は
、
勝
沼
・
大
和
支
所
に

あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

○
実
費
で
接
種
し
た
場
合
に
は
、
接
種
後

領
収
書
を
市
に
持
参
さ
れ
て
も
接
種
費

用
の
返
還
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
期
間
内
で
も
休
診
日
や
休
診
時
間
が
あ

り
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

容
3
2‐
５
０
１‐
４

自宅の雑草を刈ってそのまま放置します

と、虫や悪臭などが発生する要因となりま

す。

処理した草は、土や泥を取り除き乾燥し

た状態であ れば、可燃ごみとして回収いた

しますので、収集日に指定袋に入れてご み

ステーションにお出しください。

なお、回収量が多＜なる場合は、次回以

降の収集日も利用してごみ袋を小分けに出

していただく か、専門の業者で処理（ 有料 ）

をしていただきますようご協力をお願いし

ます。

専門の処理業者は、環境政策課廃棄物対

策担当でご紹介いたしますので、お問い合

わせください。

◆お問い合わせ先

環境政策課

廃棄物対策担当

公３２ － 2111　

（内２４１）

平成27 年１０月



甲

州
市

制

施
行
１０

周

年
記

念

事
業

第
６
回
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

■
期

■
場

■
コ
ー
ス 所 日

１０

月

１８

日

（
旦

勝

沼

中

央

公

園

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
３
・
５
キ
ロ
）

②
ぶ
ど
う
郷
コ
ー
ス
（
１０
キ「
」
）

③
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
（
ハ
ー
フ
）

④
大
菩
薩
コ
ー
ス
（
2
3キ
ロ
）

※
全
国
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

ま
す
。
コ
ー
ス
沿
線
の
美
化
に
ご
協
力

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
沿
道
で
の
温
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。・ 日　時　１１ 月１４ 日（土）午後６時～

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
観
光
交
流
課
内
）
　
a
3
2
‐
5
0
0
0

平
成
2
7年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
者
認
定
試
験

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
指
定

工
事
店
に
は
、
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
認
定

者
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の
技

能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
次

の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

一

受

付

１０
月
2
2日

采

）
ま
で

■

講
習
会
　
１１
月
一
目
日

（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

一

試

験

‥目
月
2
3日

（
月
）

午
前
１０
時
～
午
後
１２
時
巧
分

ＫＯＳＨＵＮＥＷＳ
弘 寸

山梨県共同募金会甲州市支会
赤い羽根共同募金

募金百貨店プロジェクト

山梨県共同募金会甲州市支会では、赤い
羽根共同募金運動の強化を図るため、募
金百貨店プロジェクトを推進しています。
このプロジェクトは、企業等と共同募金
会、購入者が「ＷＩＮ＆ＷＩＮ＆ＷＩＮ」
の関係で、１つの商品につき一部を共同
募金へ寄付するものです。

ｔ

■
場
　

所

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

甲
府
市
朝
気
１
丁
目
２
番
２
号

■
申
込
先

公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７

※
申
込
用
紙
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

○
甲
州
市
役
所

都
市
整
備
課

下
水
道
担
当

○
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
フ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

事
務
局
登
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
フ
３
８

同支会では、地元協力企業と連携協定を結び
恥 募金百貨店プロジェクトを推進しています。 ４

k

報こうしゅう



甲

州

市

民

文

化

会

館

・

企

画

展

「
刀

剣

と

武

士

の

美

の

世

界

」

武
士
の
魂
で
あ
る
「
刀
剣
」
の
美
の
世
界

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
度
な
技
術
が
結
集
し
た
実
物
の
刀
装
具

と
、
「
三
日
月
宗
近
」
「
へ
し
切
長
谷
部
」
「
一

期
｛

振
｝
「
和
泉
守
兼
定
」
な
ど
、
国
宝
か
ら

御
物
ま
で
、
今
話
題
の
刀
剣
の
写
真
パ
ネ
ル

を
3
0点
余
り
展
示
し
ま
す
Ｉ
・

な
お
、
特
別
胆

小
で
は
「
備
前
兼
光
」
「
蓬

莱
山
虎
徹
」
な
ど
重
要
美
術
品
の
刀
剣
３
点

を
は
じ
め
、
「
堀
川
国
広
」
「
鶴
丸
透
鍔
」
な

ど
実
物
の
刀
剣
約
１０
点
の
他
、
刀
装
具
約
8
0

点
の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
期
　

問

１０
月
３
日

子

）
～
2
5日
（
旦

※
特
別
展
示
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

１０
月
2
5日

亘

刀
装
旦（
　
午
前
１０
時
～

刀
剣
　
　

午
後
２
時
～

※
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
特
別
展
示
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
の
日
程
が

変
わ
り

ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
甲
州
市

民
文
化
会
館
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
て

お
知
ら

せ
し
ま
す
。

１
時
　

間
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

」
場
　

所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
休
館
日
　

月
曜
日
、
祝
日
、
１３
日
（
火
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

｛
一一
3
2‐
1
4
1
1

朗
読
と
筝
・
尺
八
が
奏
で
る
優
美
な

世
界
＊
近
代
産
業
遺
産

宮
光
園
＊

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」
で
、朗
読
と
筝
・

尺
八
が
奏
で
る
優
美
な
世
界
を
開
催
し
ま
す
。

昨
年
完
成
し
た
宮
光
園
・
白
蔵
を
会
場
に
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
筝
や
尺
八
の

音
色
と
朗
読
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

１
日
　

時
　

１０
月
６
日
（
火
）

開
場
　

午
後
ら
時
～

開
演
　
午
後
ら
時
3
0分
～

」
場
　

所
　
近
代
産
業
遺
産

「
宮
光
園
」

白
蔵

■
内

○
朗

○
筝

読 容

清
水
章
子
さ
ん

季
節
の
詩
・
出
世
花

甲
州
市
塩
山
文
化
協
会

山
田
流
筝
曲
部

六
段
の
調
べ
・
稔
り
の
秋

○
尺
　

八
　

岩
間
龍
山
さ
ん

『
和
音
』
ワ
イ
ン
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲

）

■
定
　
員

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
6
0名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み

生
涯
学
習
課
へ
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
）

■

そ
の
他

当
日
の
駐
車
場
は
、
メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ナ

リ
ー
駐
車
場
、
勝
沼
図
書
館
駐
車
場
、
シ
ャ
ト

レ

ー
ゼ
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
ワ
イ
ナ
リ
ー
駐
車
場

（
か
つ
ぬ
ま
朝
市
会
場
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
、
案
内
を
設
け
ま
す
の
で
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当

容
3
2－
5
0
9
7

「
月
の
し

ず
く
作
り
」
参
加
者
募

集

～

お
い

し

い

「
月
の

し

ず

く
」

を

一
緒
に
作

つ
て
み
ま
せ
ん
か
～

生
活
研
究
ブ
ル
ー
フ
で
は
、
地
元
勝
沼
町

の
甲
州
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
「
月
の
し
ず
く
」
　
■
場

を
作
る
体
験
教
室
を
開
き
ま
す
。

生
の
甲
州
ぶ
ど
う
を
１
粒
ず
つ
砂
糖
蜜
で

包
み
込
ん
だ
甘
酸
っ
ぱ
い
お
菓
子
で
す
。

ぜ
ひ
、
家
族
や
友
達
と
い
っ
し
よ
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

１
日

時
　
１０
月
2
8日
（
水
）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
勝
沼
市
民
会
館

１
階

調
理
室
（
勝
沼
支
所
北
側
）

一

定
　
員
　
2
0名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

一

参
加
費
　
無
料

一

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

事
務
局

産
業
振
興
課

果
樹
農
林
担
当

a
3
2‐
5
0
9
2

青
少
年
健
全
育
成
推
進

甲
州
市
民
集
会

１１

月

は

、
「
子

ど

も

・

若

者

育

成

支

援

強

調

月
間
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

甲
州
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
「
親
の
あ
り
方

１０
か
条
」
を
制
定
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
青
少
年
育
成
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら

に
深
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

連
携
し
、

甲
州
市
の
青
少
年
育
成
の
推
進
を
図
ろ
う
と

す
る
た
め
の
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時
　
１１
月
６
日
（
金
）

午
後
フ
時
～
午
後
９
時

所

■

内
③ ②　　 ①
講 小 の ポ ー

'-』' ゛ﾉ/Ji ¬学 表
ス 家

ミ　ミ｀yi'-'演 生 彰
夕 庭

容

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

の
日
」
「
青
少
年
を
育
む
日
」
の

Ｉ
・
作
文
・
標
語
の
優
秀
作
品

・
中
学
生
の
代
表
作
文
の
発
表

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｂ
ｏ
ｎ
ｄ
ｐ

Ｌ
ａ
ｃ
ｅ
代
表

小
笠
原
祐
司

氏

一

主
　
催
　

青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議

一

共
　

催
　

甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議
　

事
務
局
　

甲
州
市
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　

昔
3
2－
5
0
9
7



第
１７
回
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し

天
体
観
望
会

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
や
ま
な
し
実
行
委
員
会
な

ど
で
は
、
毎
年
甲
府
盆
地
の
必
要
の
な
い
照

明
を
消
し
、
美
し
い
夜
空
や
、
星
を
見
る
こ

と
の
感
動
を
取
り
戻
す
た
め
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

甲
州
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
甲
府
盆
地
が
一
望
で
き
る

「
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
」
で
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
さ
れ

た
夜
空
を
観
察
す
る
天
体
観
望
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
　

時
　
１１
月
フ
日
（
土
）

午
後
６
時
～
午
後
９
時

■
場
　
所
　

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

展
望
デ
ッ
キ

■
講
　

師
　
山
梨
県
立
科
学
館

天
文
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
対
　

象

星
空
を
楽
し
み
た
い
方
ど
な
た
で
も

■
そ
の
他

○
天
候
不
良
の
場
合
、
観
望
会
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

○
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

‥日
月
７
日
（
土
）
の
午
後
８
時
か
ら
午

後
９
時
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
消
灯
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　

昔
3
2‐
5
0
9
7

第
2
8
回

東

山

梨

地

区

駅

伝

競

走

大

会

参

加

募

集

■
日
　

時

１１‥
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
3
0分
（
開
会
式
）

■
コ
ー
ス

山
梨
市
民
体
育
館
周
辺
コ
ー
ス

■
種
　

別

○
小
学
生
男
子
・
女
子
の
部
（
５
人
×
２
㎞
）

○
中
学
生
男
子
・
女
子
の
部
（
５
人
×
２
㎞
）

○
一
般
の
部
（
２
人
×
２
㎞
・
３
人
×
４
㎞
）

※
一
般
の
部
は
女
子
１
人
を
含
む
こ
と
。

※
申
込
用

紙
は
、
生
涯
学
習

課
の

窓
口

に

設
置
し
て
お
り
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
の
部
の
申
込
書
は
、
ス
ポ
少
・

学
校
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

■
締
切
日

１０
月
2
6日

月

）

一

申
し
込
み

生
涯
学
習
課
へ
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。）

■
お
願
い

大
会
当
日
は
、
選
手
へ
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
あ
、
当
日
は
周
辺
道
路
が
混
雑
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

登
3
2‐
5
0
9
8

隔
3
2
1
3
8
9
1

ご
利
用
く
だ
さ
い
Ｉ
・

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

市
で
は
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
」
楽
し
く

有
意
義
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り
指
導
者
を
紹
介

し
、
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る
「
甲
州
市

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
方

市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ

■
活
動
ま
で
の
流
れ

①
指
導
者
は
、
「
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ

ン
ク
」
に
登
録
し
ま
す
。

↑

②
利
用
者
（

学
習
を
始
め
た
い
方

）
に
、
カ

ル

チ
ャ
ー
バ
ン

ク
登
録
者
の
中
か
ら

希

望
に
合
っ
た
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す
。

※
登
録
内

容
に
つ

い
て

は
、
甲
州
市
民
文

化
会
館

備
え
付

け
、
ま
た
は
、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載
の

「
甲
州
市
生
涯

学

習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

ク
名

簿
」

を
ご

覧

く
だ
さ
い
。

※
名
簿
に

連
絡
先
が
明
記
し
て

あ
る
指
導

者
の
方
へ

は
、
直
接
連
絡
し
て
い

た
だ

い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
連
絡
先
が
明
記
し
て

い
な
い
指
導

者
の

方
へ

は
、
生
涯
学
習
課
を
通
し
て
の

連

絡
と
な
り
ま
す
。

↑

③
利
用

者
と
指
導

者
で

話
し

合
っ
て

い
た

だ
き
、
条
件
が
合
意
に
達
す
れ
ば
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
利
用
上
の
注
意
点

○
利
用
者
と
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
指
導
者
の
自
主
的
な
活

動
に
な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
課
や
公
民

館
が
講
座
等
を
開
催
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
指
導
者
の
派
遣
に
係
る
経
費
等
は
、
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
と
指
導
者
の
双
方
で

協
議
の
う
え
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
導
者
の
登
録
方
法

市
民
文
化
会
館
な
ど
公
共
施
設
に
備
え

付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

「
甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登

録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
生
涯

学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
、
１８
歳
以
上
の
個
人
・
団
体
ど

ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

昔
3
2‐
5
0
9
7
　
㈲
3
2‐
3
3
9
1

塩山駅南口
市民ギャラリー

押花展

１０月５日（月）～

１１月４日（水）

塩山文化協会の押花部によ

る作品を展示します。

※展示内容･ 期間につきま

しては、変更になる場合

もあります。

◆甲州市教育委員会◆
ｊ

ｋ

報こうしゅう



き

－

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

武田信玄公の陣中食と知られ、地元で採れたきのこや旬

の野菜をたっぶり入れた山梨を代表する郷土料理「ほうと

う」と、日川渓谷の自然を満喫できます。

また、会場の日川渓谷レジャーセンターでは、甲斐大和

天目山太鼓の演奏や地域特産品の出店もありますので、ぜ

ひお越しください。

時 １１ 月８ 日（日）

午前11 時３０分～午後２時３０分

所　日川渓谷レジャーセンター

容

日
　

場

内

■
　

■

■

①ほうとう食べ放題５００円（数量限定）

※ほうとうは無くなり次第終了となります。

②出店、特産品販売　ほか

③甲斐大和天目山勝頼公太鼓の演奏

■その他

当日は、無料送迎バスが運行します。

甲斐大和駅前広場⇔日川渓谷レジャーセンター⇔天目山温泉

（一部「道の駅甲斐大和」経由あり）

◆お問い合わせ先

武田陣中ほうとう祭り事務局

観光交流課　イベント担当　昔３２ － 5000

再

認

識

し

よ

う

Ｉ
・

山

梨

ヌ

ー

ヴ

ォ

ー

を

楽

し

む

毎
年
一
目
月
に
な
る
と
、
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
が
各

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
ま

す
が
、
「
山
梨
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
を
ご
存
知
で
す

か
。日

本
固
有
品
種
で
あ
る
「
甲
州
」「
マ
ス
カ
ッ

ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
」
で
造
ら
れ
た
新
酒
を
「
山

梨
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
と
命
名
さ
れ
、
解
禁
日
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
レ

ッ
シ
ュ
で

ブ
ル

ー
テ
ィ
ー
な
山
梨

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
は
、
ど
ん
な
ワ
イ
ン
な
の
か
。

通
常
の
ワ
イ
ン
と
の
違
い
や
楽
し
み
方
を
皆

さ
ん
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
「
山
梨

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
楽
し
む
」
を
開
催
し
ま
す
。

一

日
　

時
　

１１‥
月
１０
日
（
火
）

午
後
フ
時
～
午
後
８
時

■
場
　

所
　
ｐ
ａ
ｐ
ａ
ｓ
ｏ
Ｌ
ｔ
ｔ
ｅ

勝
沼
町
菱
山
３
５
フ
ァ

ー
６

※
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
３
分

Ｉ
定
　

員
　
2
0名
（
2
0歳
以
上
の
方
）

一

参
加
費
　
２
。
０
０
０
円

（
軽
食
有
）

※
当
日
受
付
に
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
テ
ー
マ
　
「
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
魅
力
」

○
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
通
常
の
ワ
イ
ン
の
違
い

○
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
特
徴

■
講
　
師

長
谷
部
　

賢
さ
ん

シ
ニ
ア
ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　

ワ
イ
ン
振
興
室

（
ワ
イ
ン
振
興
担
当
）

｛
‥一
3
2‐
5
0
9
2

..･ふ:'･'`･liう．

か 劇 ブ

ル 団 、

､

¬ 四=　

論

考　

二 に

な
ごご2:

ｎ

が

！

JI

鮭

■

日
　

時

平

成
2
8
年

１

月

１７

日

（
日

）

開

場
　

午

後

３

時
3
0
分

開

演
　

午

後

４

時

～

■

場
　

所

甲

州

市

民

文

化

会

館

ホ

ー

ル

■

入

場

料

（
全

席

指

定

）

３

歳

以

上

有

料

Ｓ

席
　
　

４

。

０

０

０

円

Ａ

席
　
　

３

。

０

０

０

円

Ｂ

席
　
　

２

。

０

０

０

円

※

３

歳

未

満

の

着

席

鑑

賞

は

有

料

■

チ

ケ

ッ

ト

販

売

１０

月

１０

日

（
土

）

午

前

９

時

～

■

チ

ケ

ッ

ト

販

売

所

○

甲

州

市

民

文

化

会

館

（
午

前

９

時

～

）

昔
3
2
‐
1
4
1
1

※

電

話

予

約

可

（
１０

月

１４

日

（
水

）

上

○

劇

団

四

季

予

約

セ

ン

タ

ー

（
午

前

１０

時

士
　

昔
0
1
2
0

‐
4
8
9
4
4
4

0

四

季

オ

ン

ラ

イ

ン

チ

ケ

ッ

ト

（
午

前

１０

時

上

※

ア

ド

レ

ス
　

ｈ
ｔ
Ｐ
ｐ
:
／
／
４
８
９
４
４
４
’ｎ
Ｏ
ヨ

◆

主

催

・

お

問

い

合

わ

せ

先

甲

州

市

民

文

化

会

館

旦

‐
1
4
1
1

※

午

前

９

時

～

午

後

５

時

※

休

館

日

月

曜

日

・

国

民

の

祝

日

（
祝

日

と

月

曜

日

が

重

な

る

時

は

そ

の

翌

日

）

年

末

年

始

（
１２

月
2
8
日

～

１

月

４

日

）



蔀
澗
兼

命
言

回
に
白

芸術の秋
。Ｘ
ｔ
　
　
　
　
　

ご
。フ

ー
『
‐

【各地域の展示会場・期間・お問い合わせ先】

☆塩山地域

展示会場　甲州市民文化会館

展示期間　１１ 月 １ 日（日）～３ 日（火）

お問い合わせ先　甲州市教育委員会　生涯学習課

社会教育担当（甲州市民文化会館内）

ａ ３２-5097

☆勝沼地域

展示会場　 勝沼市民会館

展示期間　１１ 月 １ 日（日）～３ 日（火）

お問い合わせ先　 勝沼中央公民館

登４４-2100

☆大和地域

展示会場　 大和ふるさと会館

展示期間　１１ 月 １ 日（日）～３ 日（火）

お問い合わせ先　大和中央公民館

登４８-2921

主催　甲州市文化協会

後援　甲州市・甲州市教育委員会

甲州市文化祭
１１月１日（日）から３日（火）にかけて、甲

州市文化祭を塩山・勝沼・大和の地域ごとに開

催します。

作品の展示や芸能発表を行いますので、皆さん

のご参加をお待ちしております。

なお、作品の募集内容・芸能発表等のお問い合

わせは、お住まいの地域の事務局までお願いし

ます。

＊展示＊

文化祭開催日の午前９時～午後５時まで

ｙ（最終日のみ午後４時まで）

牛芸能発表＊

＝勝沼会場　　　　 １１月１日（日）

／塩山・大和会場　 １１月３日（火）

※なお、開催時間は会場によって異なります。

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
リ

「
特
別

展

」

縄
文

人

と
動

物

た

ち

縄

文

人

に

と

っ

て

動

物

た

ち

は

食

料

で

も

あ

リ

信

仰

の

対

象

で

も

あ

り

、

か

け

が

え

の

な

い

存

在

で
し

た

。

釈

迦

堂

遺

跡

か

ら

も

イ

ノ

シ

シ

や

シ

カ

、

烏

・

ヘ

ビ

ー
カ

エ

ル

な

ど

の

動

物

に

関

わ

る

土

器

や

土

製

品

な

ど

様

々

な

資

料

が

出

土

し

て

い

ま

す

。

山

梨

県

内

を

中

心

と

し

た

こ

れ

ら

の

資

料

を

通

し

て

、

縄

文

時

代

に

暮

ら

し

た
人

々

と

動

物

た

ち

の

関

わ

り

を

紹
介

し

ま

す

。

■

期
　

間

１０

月

１

日

（
木

）

～
１２

月
１４

日

（
月

）

一

場
　

所
　

企

画

展

示

室

「
お

お
む

か

し

の

人

の

絵
」

展

地

元

の

小

学

生

の

み

な

さ

ん

が

描

い

た

作

品

を
ロ

ビ

ー

に

展

示

し

ま

す

。

■

期

間

※
特

別

展

開

催

期

間

中

１０

月
・
‐
日

（
木

）

～
１２

月
１４

日

（
月

）

秋

の

本

格

縄

文

時

代

体

験

教

室

①

縄
文

土

器
を

作

ろ

う

遺

跡

か

ら

出

土

し

た

土

器

と

同

じ

、

粘

土

を

使

っ

た

本

格

的

な

土

器

作

り

体

験

で

す

。

高

さ

約
2
0
セ

ン

チ

の

土

器

を

作

り

、

野

焼

き

を

行

い

ま

す

。

」

期
　

日
　

１０

月

１７

日

（
土

）

※

成
形

②
土

偶
を

作

ろ
う

本

格

的

な

土

偶

作

り

体

験

で

す

。

作

っ

た

土

偶

は

野

焼

き
を

行

い

ま

す

。

一

期
　

日
　

１０

月
3
1
日

（
土

）

※

成
形

■

時
　

間
　

全

開
催

日

と

も
午

前
１０

時
～

■

野

焼

き
　

１１

月
2
1
日

（
土

）

■
材
料
代
　
土
器
・
土
偶
　
各
５
０
０
円

■
申
込
み
　
要
申
込
み

※
成
形
・
野
焼
き
の
両
日
参
加
で
き
る
方

に
限
り
ま
す
。

■
そ
の
他

小
学
３
年
生
以
下
は
親
子
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
野
焼
き
は
ス
タ
ッ
フ
が
行
な
い
ま

リ 秋 す
ン の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
～
マ
ン
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
夢
弦
～

甲
州
市
勝
沼
町
の
川
崎
氏
率
い
る
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
『
夢
弦
』
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
、
素
敵
な

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
１０
月
１８
日

百

）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

■
定
　
員
　
6
0名

※
事
前
申
込
み
必
要
な
し
。
一
部
立
見
と

な
り
ま
す
。

■
場
　
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
ロ
ビ
ー

■
そ
の
他

臨
時
駐
車
場
・
博
物
館
裏
の
公
園

参
加
に
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

昔
4
7‐
3
3
3
3

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
閉
館
3
0分
前
ま
で

※
休
館
日
・
火
曜
日

■
入
館
料

一
般
・
大
学
生
　
　
２
０
０
円

小
中
高
生
　
　
　
　
１
０
０
円

k

報こうしゅう



い第
１０
回
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

お
も
ち
や
交
換
会
用
お
も
ち
ゃ
の
募
集

○
お
も
ち
ゃ
の
募
集

今
年
で

第
１０

回
を
迎
え
る
甲
州

こ
ど
も

フ
ェ
ス
タ
（
一
目
月
６
日

（
金
）
開
催
）
で
は
、

今
年
も
お
も
ち
ゃ
交
換
会
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
お
家
で
眠
っ
て
い
る
お

も
ち
ゃ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ

を
次
の
世
代
の
お
子
さ
ん
の
た
め
に
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
１０
月
2
1日
（
水
）
ま
で
に

子
育
て
支
援
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ぬ
い
ぐ
る
み
、
お
菓
子

等
の
お
ま
け
の

お
も
ち
ゃ
は
集
め
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了

承
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
　
児
童
福
祉
担
当

才毎年昌子卜拘６日 雇 ）2卜|こ開催二］∧ 言

軸 州元ぐやス平不名頑鸚 千 コ　 示 顕 ∧ｎ

‐
5
0
8
1

〈
引
き
換
え
は
お
済
み
で
す
か

甲

州

市

子

育

て

支

援

商

品

券

６
月
１３
日
、
１４
日
の
２
日
間
で
、
引
換
え

を
行
っ
た
子
育
て
支
援
商
品
券
で
す
が
、
ま

だ
お
引
換
え
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
子
育

て
支
援
課
で
引
き
続
き
引
換
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。

お
早
め
に
お
引
換
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

一

引
換
期
限
　

１２
月
一
目
日
（
金
）
ま
で

一

利
用
期
限
　
１２
月
１２
日
（
土
）
ま
で

■
引
換
場
所

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
本
庁
舎
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
　
児
童
福
祉
担
当

旦

‐
5
0
8
1

大
塩

山

北

小

学

校
　

食

育

講

演

会

こ

ど

も
が

作

る

「
弁
当

の

日
」

開
催

Ｗ
'
‘
(
　
。～
｡。‘
'
。ｔ
、。

子
ど
も
が
作
る
「
弁
当
の
日
」
提
唱
者
で

あ
り
ま
す
、
竹
下
和
男
先
生
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
自
身
に
よ
る
お
弁
当
づ
く
り
、

食
べ
物
の
大
切
さ
、
作
る
楽
し
み
、
感
謝
の

気
持
ち
を
育
む
「
弁
当
の
日
」
。
お
弁
当
づ
く

リ
゛
か
ら
学
ぶ
食
育
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

■
日
　

時

１０
月
１４
日
（
水
）

受
付
　

午
後
２
時
～

開
演
　

午
後
２
時
3
0分
～

一

場
　

所

塩
山
北
小
学
校
　

体
育
館

■
定
　

員

１
０
０
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
リ
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
　

料

■
申
込
み

１０
月
１
日
（
木
）
か
ら
電
話
ま
た
は
教
育

総
務
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
祝
日
は
除
く
。

市

制

施

行

１０

周

年

記

念

事

業

す

こ

や

か

親

子

講

演

会

市

は

、

山

梨

大

学

と

連

携

し

、
2
8
年

間

に

渡

り

母

子

保

健

縦

断

調

査

（
健

康

調

査

）

に
取

り

組
ん

で

き
ま

し

た

。

こ

の

調

査

は

、

地

域

の

子

ど

も

の

健

や

か

な

成

長

を

見

守

る

た

め

の

母

子

保

健

施

策

を

考

え

る
基

礎

的

資
料

と

な

る

も
の

で

あ

り

、

市

が

行

う

母

子

保

健

事

業

に

反

映

し

て

き

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の

取

り

組

み

は

、

国

内

外

に

も

例

が

な

い

貴

重

な

調

査

で

あ

り

、

調

査

か

ら

見

え

て

き

た

親

子

を

取

り

巻

く

現

状

に

つ

い

て

、

広

く

市

民

の

皆

さ

ん

に

知

っ

て

い

た

だ

く

機

会

と

し

て

講

演

会

を

開

催

し

ま

す

。

多

く

の

方

の

参
加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

一

日
　

時
　

１１
‥
月
１２

日

采

）

受

付
　

午

後
１

時
4
5分

～

開

会
　

午

後
２

時

巧
分

～

一

場
　

所
　

甲

州

市

民
文

化

会

館

２

階
　

（

大

会

議

室

■
そ
の
他

当
日
は
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
　

教
育
総
務
担
当

昔
3
2－
2
1
1
1

丙

３
１
１
～
３
１
４
）

一

講
　

師

山
梨
大
学
大
学
院
　

総
合
研
究
部

医
学
域
　

社
会
医
学
講
座
教
授

医
学
博
士
　

山
懸
然
太
朗

先
生

■
テ
ー
マ

「
す
べ
て
の
親
と
子
が
健
や
か
で
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」

■
参
加
費
　

無
料

■
申
込
み

電
話
ま
た
は
健
康
増
進
課
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合
は

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

一

締
切
日
　

い１１
月
９
日
（
月
）

■
主
　

催
　

甲
州
市

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　

健
康
づ
く
リ
担
当

a
3
3
1フ
８
’
Ｎ
　

ｔ
3
3
2
‐
7
8
1
3

子育て中のお母さ
ん、子育てを応援

す
る皆さんの参加をお

待ちしています。

平成27 年１０月



初めて児童センターを利用する親子も大歓迎です。親子で楽

しく遊びましよう。なお、施設の関係で定員に限り力でありま

すので、ご希望の方はお早めにお申込みください。

☆日　時　１０ 月31 日（土）午前１０時～午後１時

☆場　所　塩山南児童センター

☆対　象　３歳以下の子どもとその親

☆参加費　無料

当日はハロウィン仮装での参加もＯＫです。

☆内　容

甲州市在住の 「力功ぐみもち」さん

の太神楽／手型スタンプ ／ボール

プール／写真コーナー

※写真のサービスはできませんので

カメラなどをご持参＜ださい。

☆申込み　１０月５日（月）力ヽら塩

山南児童センタ一に直接、または

電話にてお申込みください。

☆申し込み・お問い合わせ先

塩山南児童センター（久保寺）

昔３３ －フ９００

ｋ 謡謡

,へ

誰 ?S
尚尚贈

亀　 ふ

辻

づ

千

″

｛

バ

申
二
万
万
宍二
丿

帽

゛ 。〈

。
。Ｊ

。

ヤ

轟

万
作

゛

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内
　

容
　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く

り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

■
日
　

時
　
１０
月
８
日
（
杢

午
前
１０
時
3
0分
～

■
場
　

所
　

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

ー
対
　

象
　
１
歳
以
下
の
子
と
親

一

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

ー
参
加
費
　
無
料

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
登
3
3‐
7
8
0
0
0

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
①
○

一

内
　

容
　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

「
秋
の
歌
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
し
よ
う
」

一

日
　

時
　
１０
月
巧
日

米

）

午
前
１０
時
3
0分
～

■
場
　

所
　

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対
　

象
　

未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物
　

上
履
き

■
参
加
費
　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
a
3
3‐
7
9
0
0

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
②
○

■
内
　

容
　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く

り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

一

日

時

１０
月
2
2日

宋

）

午
前
１０
時
3
0分
～

■
場
　

所
　

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

ー
対
　

象
　
１
歳
以
下
の
子
と
親

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費
　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

a
3
3‐
7
9
0
0

昔
44
‐
3
7
2
3

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
Ｏ

■
内
　

容
　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く

り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

一

日

時
　
１０
月
2
9日

米

）

午
前
１０
時
3
0分
～

■
場
　

所
　

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対
　

象
　
１
歳
以
下
の
子
と
親

■
持
ち
物
　

バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費
　

無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

・ 日　 時　１２ 月２０ 日（日）

開場　午後１時３０分　開演　午後２時

■場　所　甲州市民文化会館ホール

■入場券　前売券　一般　　　　 １，０００円

高校生以下　　 ５００円

（小学生～高校生）

当日券　一般　　　　 １，１００円

高校生以下　　 ６００円

■その他　※未就学児の入場はご遠慮＜ださい。

※全席自由

※本コンサートは，（公財）三井住友海上文化財

団の助成により低料金に設定しています。

■入場券販売先

１０月２０日（火）力石 甲州市中央公民館（市民文化会館）

で入場券の販売を開始します。

◆お問い合わせ先　甲州市民文化会館　公３２ － 1411



平

成
2
8
年

版

農

業

日

誌

・

フ

ァ

ミ

リ

ー

日

誌

・

新

農

家

暦

の

予

約

受

付

平
成
2
8年
版
の
農
業
日
誌
等
の
予
約
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

①
各
農
事
組
合
長
に
申
し
込
み

②
産
業
振
興
課
（
本
庁
舎
）
、
ま
た
は
勝
沼
支

所
、
大
和
支
所
に
予
約
申
し
込
み

※
①
、
②
と
も
申
し
込
み
の
際
に
は
、
申
込
書

と
共
に
次
の
金
額
を
添
え
て
予
約
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
お
つ
り
の
用
意
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
お
つ
り
が
で
な
い
金

額
で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
予
約
価
格

○
農
業
日
誌
　
　
　
　
　

１
。
２
１
５
円

（
Ｂ
６
判
６
１
６
頁
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
　
　

１
。
２
１
５
円

（
Ｂ
Ｓ
判
Ｂ
３
６
頁
）

○
新
農
家
暦
　
　
　
　
　
　
　

４
１
６
円

（
Ａ
５
判
8
8頁
）

■
申
込
期
限

①
各
農
事
組
合
長
に
申
し
込
む
場
合
は
農

事
組
合
長
の
指
定
し
た
期
日
。

②
産
業
振
興
課
（
本
庁
舎
）
、
ま
た
は
勝
沼

支
所
、
大
和
支
所

に
申
し

込
む
場
合
は

１０
月
2
6日

（
月
）
ま
で
・

※
受
付

時
間
は
、
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午

後
５
時
巧
分
と
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

一

引
渡
し

１１

月

下

旬

頃

に

日

誌

等

が

届

く

予

定

と

な

っ

て

い

ま

す

。

届

き

次

第

ご

連

絡

い

た

し

ま

す

の

で

、

産

業

振

興

課

（
本

庁

舎

）
、

ま

た

は

勝

沼

支

所

、

大

和

支

所

で

お

受

け

取

り

く

だ

さ

い

。

◆

予

約

一

お

問

い

合

わ

せ

先

産

業

振

興

課
　

果

樹

農

林

担

当

容
3
2
‐
5
0
9
2

勝

沼

支

所
　

地

域

振

興

課

昔
4
4
‐
1
1
1
1

大

和

支

所
　

地

域

振

興

課

昔
4
8
‐

２

１

１‐
１

・
「
地

産

地

消

応

援

マ

ッ

プ

」

へ

の

。
。
し

い
｛
”
｝・い

掲

載

店

を

募

集

し

ま

す
　

地

産

地

消

は

「
地

域

で

生

産

さ

れ

た

も

の

を

そ

の

地

域

で

消

費

す

る

こ

と

」

を

基

本

と

し

た

活

動

で

す

。

産

業

振

興

課

で

は

、

甲

州

市

産

（
山

梨

県

内

も

可

）

の

新

鮮

な

野

菜

や

食

材

を

販

売

す

る

個

人

や

お

店

を

紹

介

す

る

「
地

産

地

消

紹

介

マ

ッ

プ

」

を

作

成

し

ま

す

！

こ

の

「
地

産

地

消

紹

介

マ

ッ

プ

」
　
へ

掲

載

を

希

望

さ

れ

る

方

は

、

産

業

振

興

課

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

な

お

、

募

集

に

関

す

る

詳

細

に

つ

い

て

は

、

産

業

振

興

課

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
（
電

子

メ

ー

ル

可

）

◆

お

問

い

合

わ

せ

先

産

業

振

興

課
　

果

樹

農

林

担

当

容
3
2
‐
5
0
9
2

メ

ー

ル
　

Ｓ

⊃
ｇ
ｙ
Ｏ
Ｕ
＠

ｄ

ｙ
.ｋ
Ｏ
Ｓ
ｈ
Ｕ
‐ｔ
j
p

水
口
言

。

。。ｙ

ｙ

く
、

峡

東

地

域

就

農

相

談

会

甲

州

市

に

就

農

を

考

え

て

い

る

方

（
農

家

後
継
者
、
新
規
参
入
者
、
企
業
・
法
人
等
含

む
）
を
対
象
に
、
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
事
前

申
し
込
み
必
要
）

■
日

時
　
‥目
月
2
8日

王

）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

一

場
　

所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎

１
０
１
会
議
室

■
対
象
者

甲
州
市
に
就
農
を
予
定
、
ま
た
は
希
望
し

て
い
る
方

（
農
家
後
継
者
、
新
規
参
入
者
、

企
業
・
法
人
等
）

■
内
　

容

就
農
、
営
農
に
対
す
る
相
談
、
質
問
に
個

別
に
対
応
し
ま
す
。
（
就
農
支
援
関
連
制
度
の

紹
介
、
農
地
確
保
の
相
談
、
栽
培
技
術
の
相

談
等
）

■
申
込
み

電
話
ま
た
は
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

」
締
切
日
　
１１‥
月
１６
日

（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所
　

農
業
農
村
支
援
課

担
い
手
育
成
担
当

昔
2
0‐
2
7
0
7
　

隔
2
0‐
2
7
0
9

卜峡

東

地

域

農

業

経

営

改

善

研

修

会
　

（
農

業

簿

記

）

受

講

者

募

集

今
ま
で
の
農
業
経
営
を
見
直
し
、

経
営
改
善
を
目
指
す
方
を
対
象
に
、

営
改
善
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
・
定
員

今
後
の

農
業
経

①
パ

ソ

コ

ン

簿
記

入

門

コ

ー

ス

（
全
１０

回

）

定

員
　
2
0
名

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
質
問
相
談
会
（
全
２
回

定
員
　
１０
名
×
２
班

■
対
　

象

①
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
が
初
め
て
の
方

※
経
験
１
～
２
年
の
方

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
方

②
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
を
実
践
し
て
い
る
方

※
経
験
年
数
５
年
未
満

■
開
催
時
期

①
一
目
月
～
平
成
2
8年
３
月

②
平
成
2
8年
１
月
～
２
月

①

笛

吹

市

春

日

居

あ

ぐ

リ

情

報

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（
笛

吹

市

役

所

春

日

居

支

所

隣

）

②

－
Ｊ
Ａ

フ

ル

ー

ツ

山

梨

本

所

」

受

講

料

（
テ

キ

ス

ト

代

）

①

３

。

９

０

０

円
　
　

②

・
：

８

０

０

円

」

締

切

日
　

１０

月
2
3

日

（
金

）

■

申

込

み

申

込

用

紙

に

必

要

事

項

を

記

入

の

上

、

峡

東

農

務

事

務

所

（

峡

東

地

域

普

及

セ

ン

タ

ー

）

担

い

手

育

成

担

当

ま

で

Ｆ

Ａ

Ｘ

ま

た

は

持

参

に

て

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

な

あ

、

申

込

用

紙

は

峡

東

農

務

事

務

所

、

市

役

所

に

あ

り

ま

す

。

峡

東

農

務

事

務

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

で

き

ま

す

。
「

萍

石

ミ

５
ヽ
５
ヽ
w

‐
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ

‐ｙ
ａ
ｍ

ａ
ｎ
ａ
ｓ
h
i
.

」
又

奔
‐
コ
Ｏ
⊂
∃

⊂
ヘ
ー⊃

ぼ

×
に

ヨ

ー）

※

希

望

者

多

数

の

場

合

は

、

受

講

で

き

な

い

場

合

が

あ

り

ま

す

の

で

ご

了

承

く

だ

さ

い

。

◆

申

し

込

み

・

お

問

い

合

わ

せ

先

峡

東

農

務

事

務

所
　

農

業

農

村

支

援

課

担

い

手

育

成

担

当

昔
2
0

‐
2
7
0
7

副
2
0

‐
2
7
0
9

平成27 年１０月



-

狩
猟
免
許
取
得
説
明
会

県
で
は
、
狩
猟
免
許
の
取
得
説
明
会
を
次

の
と
お
リ
開
催
し
ま
す
。

１
日

時

１０
月
2
9日
（
木
）

午
前
９
時
～

■
場
　
所
　
東
山
梨
合
同
庁
舎

■
締
切
日
　
１０
月
2
8日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
リ
推
進
課
　
公
2
0‐
2
7
2
1

管
理
捕
獲
従
事
者
育
成
研
修
会

県
で
は
、
狩
猟
経
験
の
浅
い
人
や
新
規
狩

猟
免
許
取
得
者
を
対
象
に
、
狩
猟
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
学
ぶ
研
修
会
を
次
の
と
お
リ

開
催
し
ま
す
。

＊
座
学
＊

■　　■
場１０日

月
所20 時

日
（
火
）
午
後
１
時
～

中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
大
津
町
2
1
3
0
1
2
）

＊
実
技
＊

■　　■
御 場10 日
坂　　月
さ 所29 時

日
（
木
）
午
後
１
時
3
0分
～

く
ら
公
園

（
笛
吹
市
御
坂
町
上
黒
駒
5
4
2
1

）

■
締
切
日
　

１０
月

１６
日
（
含

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

鋏
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
リ
推
進
課
　

登
2
0‐
２
フ
２
１

平
成
2
8年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
募
集

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
（
以

下

「
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
が
実

施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
）
の
対
象
事
業
を
募

集
し
ま
す
。

一

助
成
事
業
の
概
要
と
助
成
金
額

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の

促
進
に
直
接
必

要
な
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

総
事
業
費
の
３
／
５
以
内

上
限
１
。
５
０
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動

を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
の

集
会

施
設
の
建
設
整
備
に

関
す
る
事
業

③
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

２
０
０
万

円
ま
で
（
事
業
区

分
に
よ
り

限
度
額
は
異
な
る
）

※
自
主
防

災
組
織
等
が

行
う
防
災
活

動
に

直
接
必

要
な
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事

⑤　　　　　④　　※
共 と 青30 青 整 防 業

１

災
意
識
の
向
上
に
資
す
る
資
器
材
の

備
に
関
す
る
事
業

等

少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

万
円
～
１
０
０
万
円

少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
た
め
主

し
て
親
子
で
参
加
す
る
ソ
フ
ト
事
業

生
の
地
域
づ
く
リ
助
成
事
業

。
０
０
０
万
円
ま
で
（
ソ
フ
ト
事
業

の

場

合

は

５

０

０

万

円

ま

で

※
全
て
の

住
民
に

や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め

る
た
め

の
先
導
的

な
設
備
の
整

備
に
関
す
る
事
業
又
は
ソ
フ
ト
事
業

⑥
地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
リ
助
成
事
業

５
０
０
万
円
ま
で

公

立
文
化

施
設
の
利
活

用
の
推
進
を
図

る
た
め
、
文
化
・
芸
術
事
業
の
う
ち
、
「
地

域
交
流
プ

ロ
グ

ラ
ム
」

を
伴
う
ソ
フ
ト

事
業

⑦
地
域
国
際
化
推
進
助
成
事
業

２
０
０
万
円
ま
で

地
域
に
お
け
る
国
際
化
の
推
進
に
資
す

る
活
動
を
行
う
民
間
組
織
が
実
施
す

る

多
文
化
共
生
、
国
際
理
解
推
進
な
ど
地

域
レ

ベ
ル

で
の
国
際
化
の
推
進
に

資
す

る
ソ
フ
ト
事
業

⑧
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

１
。
０
０
０
万

円
ま
で
（
事
業
区
分
に

よ
り
限
度
額
は
異
な
る
）

※
地
域
資
源
の
積
極
的
な
活
用
を
図

る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
す

る
特
色

あ
る

ソ
フ
ト
事
業

等

■

注
意
事
項

○
助
成
対
象
事
業
は
平
成
2
8
年
度
中
に
完

了
す
る
事
業
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
の
内
容
に
よ

り
市
の
担
当

課
が
異

な

る
ほ
か
、
事
業
区
分
に
応
じ
個
別
に

助
成
対
象
経
費
等
の
設
定
が

あ
り
ま
す

の
で
、
申
請
を
ご
希
望
す

る
場
合

は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え

指
定
さ
れ

た
担
当
課
と
ご
協
議
く
だ
さ
い
。

○
詳
細
な
事
業
内
容

等
資
料
に
つ

き
ま
し

て
は
、
甲
州

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

政

策
秘
書
課
窓
口
で
入
手
可
能
で
す
。

一

締
切
日
　

１０
月
3
0日

（
金
）

※
事
業
内
容
に
伴
う
所
管
課
と
の
協
議
を

１０
月
2
3日
（
金
）
ま
で
に
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
こ
の
事
業
は
市
を
経
由
し
て
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
に
申
請
さ
れ
る
も
の
で
、
直

接
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
複
数
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
業

内
容
に
応
じ
て
市
が
優
先
順
位
付
け
を

行
い
ま
す
。

○
審
査
は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
も

の
で
あ
り
、
由
に
請
に
よ
り
必
ず
し
も
採

択
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

｛
一一
3
2‐
5
0
6
4

k

報こうしゅう



無
料
法
律
相
談

一

日
　
時
　
１０
月
巧
日

采

）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
市
役
所
本
庁
舎

２
階

第
２
会
議
室

■
対
　
象
　
甲
州
市
民

■
定
　
員
　
ア
名

相
談
者
１
名
に
つ
き
3
0分
以
内

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。

※
１０
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
3
0分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
市
民
生
活
担
当

a
3
2‐
5
0
6
8

10 月19 日(。～25 日(lﾖ)・ｖｒコＩＪ 口1月J‥-ｊｇｏＪ 口 胤

秋 の 行 政 相 談 週 間 で す 。

秋の行政相談週間行事の一環とし

て、特設行政相談所を開設します。

年金、福祉、登記事務、道路、窓口

サービス等、国や県などの仕事につい

て困った時、どこに相談してよいか分

からない時にご利用＜ださい。

なお、相談は無料で、秘密は守られ

ますので、お気軽にご利用＜ださい。

無
料
消
費
生
活
相
談

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

」
日

時
　
１０
月
2
3日

（
含

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
　

所
　

市
役
所
本
庁
舎

１
階

市
民
相
談
室

■
対
　

象
　
甲
州
市
民

■
定
　

員
　
１２
名

相
談
者
１
名
に
つ
き
3
0分
以
内

■
内
　

容

消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
、
社

会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
こ
の
無
料
消

費
生
活

相
談
は
、
完

全
予

■日　時

１０月２１日（水）

午後１時～午後３時

■場　所

本庁舎１階　市民ギャラリー

◆お問い合わせ先

市民課　市民生活担当

容３２ －5068

山梨行政評価事務所

a0570 －090110

a055 － ２５２ － 1100

約
制
で
す
。

※
１０
月
５
日
（
月
）
午
前
８
時
3
0分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係

書
類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
市
民
生
活
担
当

昔
3
2‐
5
0
6
8

合

同

相

談

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
合
同
相
談
を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家

庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
日

時

１０
月
８
日

采

）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
３
時

■
場
　

所
　
市
役
所
本
庁
舎

２
階

第
１
会
議
室

■
対
　

象
　
甲
州
市
民

※
こ
の
合
同
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　

市
民
生
活
担
当

a
3
2‐
5
0
6
8

勝

沼

地

域

行
政

相

談

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

」
日

時

１０
月
１６
日
（
金
）

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

■
場
　
所
　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室
Ａ

■
対
　
象
　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
行
政
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
　
市
民
生
活
担
当

a
3
2‐
5
0
6
8

も

の

忘

れ

相

談

も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

」
日
　

時
　
１０
月
１６
日
（
含

午
後
３
時
～

一

場
　

所
　
市
役
所
本
庁
舎

１
階

市
民
会
議
室
Ｂ

※
こ
の
相
談
は
、
無
料

尭

全
予
約
制
で
す
。

※
１０

月
１４
日

（
水
）

ま
で

に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
毎
月

第
３

金
曜
日

に
も
の
忘
れ
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

介
護
支
援
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

容
3
2‐
5
6
0
0

山 梨 県 最 低 賃 金 が

改 正 さ れ ま し た 。

１ 時 間　 ７ ３ ７ 円　

(平成27 年10 月１日発効)

◆お問い合わせ先

山梨労働局賃金室

ａ０５５－２２５－2854　

甲府労働基準監督署

昔０５５－２２４－5611



甲

州

市

社

会

福

祉

協

議

会

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

相

談

窓

口

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を
し
た
い
方

な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

１０
月
2
0日
（
火
）

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
３
時
3
0分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場
　

所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

（
市
役
所
本
庁
舎

地
下
１
階
）

昔
０
５
０
‐
8
0
0
2

‐
5
1
2
2

※
開
設
日
の
み

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

｛
芯
１１‐
2
6
1
2

甲

州

市

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

連

絡

協

議

会

研

修

会

甲
州
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時

１０
月
2
3日
（
含

午
後
１
時
3
0分
～
午
後
３
時
3
0分

■
場
　
所

勝
沼
市
民
会
館

２
階
　
大
会
議
室

■
内
　

容

地
域
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

～
住
民
同
士
で
支
え
合
う
た
め
に
～

■
講
　

師

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
長

田
辺
光
正

氏

■
対
　

象

○
甲
州
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
員

○
市
民
の
皆
さ
ん

■
定
　

員
　

１
０
０
名

一

締
切
日
　

１０
月
巧
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

昔
4
4‐
2
6
1
2

回

幽

″

山梨厚生病院　 入口 １４０ 号沿いすぐ！

大 和 薬 局 万 力 店

｀゚ '47　　　　　　 〒405-0031　
ふ 袖 ★ で な70-1140

盲 ‾‾‾‾　　　　0553-39-9122　

山 梨 厚 生 病 院 処 方 せ ん 受 付

お薬を早＜お渡しできるよう努力いたします！

どこの医療機関の処方せんも受付しております！

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

こ
の
制
度
は
、
病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療

機
関
で
負
担
し
た
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３
級

の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２

級
の
方

○
障
害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
の
方

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
の
児
童

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

わが家の役割分担

」
持
参
す
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手

帳
、
精
神

障
害
保
健
福
祉
手

帳
、
障
害
基
礎
年
金

証
書
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
の
い

ず
れ
か
該
当
す
る
も
の
。
（
複
数
お
持
ち

の
方
は
す
べ
て
持
参
く
だ
さ
い
）

○
医
療
保
険
証

○
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
　

○
印
鑑

※
現

在
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助

成

金
受
給
者

証
」

を
お
持
ち
の

方
は
１０

月

３１
日

（
土
）
に
有
効
期
間
が

満
了

と
な

り
ま
す
。

※
該
当

者
に

は
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
１０

月
５

日

（
月
）
か
ら
１０

月
１６
日

（
金
）
の
期
間
に
、
福
祉
課
障
害
福
祉
担

当
、
ま
た
は

各
支
所
市

民
福
祉
担
当
で

更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
　
障
害
福
祉
担
当

昔
3
2‐
5
0
6
7

⑩
段
丹
映
子
・
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

ｋ二
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日 下 部 警 察 署

ＴＥＬ ２２ ・ ０１ １０

ク

｀
ｊ

r` ６

心 〃
１ １

ζフ

β り

全国地域

安全運動
警察では、各種犯罪を防ぎ、市民の皆さんが安

全・安心を真に実感できる社会を実現するため、

市役所や自主防犯ボランティア団体等の皆さんと

協働して、地域安全活動を行っております。

こうした活動を皆さんに知っていただくととも

に､ 国民一人ひとりの自主防犯意識の高揚を図り、

地域安全活動の更なる拡充を願い、

10 月１１日( 日) から 同 月 ２０日( 火)　

まで の10 日 間

｢ 全 国 地 域 安 全 運 動｣

が展開されます。山梨県では、

｢ み ん な で 築 こう　 安 全 ・ 安 心

や まな しけ ん｣

をスローガンに、子どもと女性の犯罪被害、電話

詐欺の被害、住宅を対象とした侵入犯罪、二輪車

不 動 産 無 料 相 談

■日　 時　１０ 月１５ 日（木）午後１時～３時

■場　所　杜の交流館（鋏東森林組合）

昔３３ － 2901

◆申し込み・お問い合わせ先

（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室

ａ ０５５ － ２４３ － 4304

秋の講演会

「振り込め詐欺」にかからない

秘訣を教えます！

昨年１年間で、全国で起きた 「振り込め詐欺」の被

害額は５５９億円に上りました。

甲州市の平成２７年度一般会計予算が１７３億円で

すから、振り込め詐欺の被害額は大変な金額です。

甲州市内でも、時々、振り込め詐欺団からと推測さ

れる怪しい電話が、かかっています。被害にかからな

いためには、どうしたら良いか？そんな講演会です。

ぜひ、参加してください。

1 ●●---･　I=WﾐfJ- ㎡-W WI~| 八♂ゝXW/|･　＝lllU I
（ オ ー ト バ イ ・ 自 転 車 盗 ） の 防 止 等 に 重 点 を お　　

■ 日　 時

いた活動を行います。

地域から犯罪をなくし、皆さんが安全で安心し

て暮らせるよう、運動にご協力をお願いします。

⑤

容

１０月１３日（火）

午後フ時３０分～午後８時３０分

■場　所　祝公民館

Ｏ Ａフルーツ山梨　岩崎支所２階）

■講　師　日下部警察署祝駐在所

長田　圭史　巡査

■その他　無料。参加自由。

長田巡査は今年から、祝駐在所勤務です。

◆主催・お問い合わせ先

祝２区寿会事務局

昔４４－2696

(秋山)

日下部警察署・各種防犯団体

二 ｊ



図書館H P　http:// りＶ-Ｗｋ は)-kOShU･Jp/

◆ か こ さ と し『ど ろ ぼ う が っ こ う 』

複 製 画 展

☆会期　10 月１日（木）～11 月１日（日）

☆会場　甘草屋敷子ども図書館

「どろぼうがっこう」で教えてくれることと

は？

長い間読み継がれて

きた名作の複製原画展。

今回特別に、大和町天

目山を舞台にした絵本

『せんだんよもぎ』の複

製画３点も展示。

『どろぼうがっこう』

かこさとし／作

偕成社

どろぼうが;つこう

◆ 勝 沼 図 書 館

カ ム カ ム フ ェ ス タ2015

☆日時　１１月１日（日 ）

午前１０時３０分～午後４時ＢＯ分

☆会場　勝沼図書館

《午前の部》

★図書館ボランティア・

ティンカーベルのおはなし会

★フルート×司書　コラボおはなし会

『お姫様の大集合』

★音音（ねね）による

フルートアンサンブル　ミニ演奏会

《午後の部》

★造形作家　さわこさん×カムカムクラブ

エ作ライブ

★超カンタンさわこさんの工作教室

★カムカムクラブ　クイズ大会

◆当日本を借りると、三角くじをひくことが

できます！

◆まーの・あ・まーの おはなし会

☆日時　10月17日(土)
午前10 時30 分~

☆会場

☆内容

勝沼図書館

手話による絵本の読み聞かせ

アニマシオン

k

報こうしゅう

★お問い合わせ先★

勝沼図書館

塩山図書館

大和図書館

甘草屋敷子ども図書館

昔４４ －3746a32 

－ 1505

昔４８ － 2921

昔３３ － 5926

◆ ぶ ど う と ワ イ ン の 資 料 展2015　

『勝沼 の酒（ ワ イン ）で乾杯 ！

～甲州 葡萄のこ とワイ ンのこと

も っと知 って も つと 好き になる ～』

☆期間　１０月１日（ 木 ）～11 月２９日（日 ）

☆会場　勝沼図書館

☆内容 『勝沼』という稀有な土地で育った甲

州葡萄と甲州ワイン。その魅力を伝え

ていきたい！

◆ 図 書 館 友 の 会 よ り

図 書 献 本 の お 願 い

およっちょい祭りの出店に向け、市民の皆さ

んからの図書の献本をお待ちしています。

【募集している図書】

児童書･ 絵本･ 一般読み物（文庫･ 新書も可）・

一般実用書等（2011 年版以降のもの）

【持ち込み先】

必ず電話連絡の上、塩山図書館までお持ちく

ださい。（火曜日休館）

◆ 子 ど も 図 書 館

パ ー ク ラ イ ブ ラ リ ー ＆ 縁 側 カ フ ェ

☆日時　１０月１７日（二Ｌ）・１８日（日）

午前１０時から午後４時まで

☆会場　甘草屋敷子ども図書館　前庭

☆内容　 絵本のセットにあわせた指定スペース

（ハンモックやミ ニテント）で、ゆっ

たり絵本を読んでみませんか？

★［お父さんのお話会］

１０月１７日（二t二） 午前１０時３０分から

開催！

◆ 知 的 書 評 合 戦

ビ ブ リ オ パ ド ルIN 塩 山 ⑦

☆日時　１１月１４日（土）午後５時３０分～

☆会場　塩山図書館カウンター前

☆内容　これまで手を出さなかった新しいジャ

ンルの本と出合えるイベントです。

本好きの方も、少し苦手だな ‥･という

方も気軽に見学に来てみてください！
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翫呻卵li珍？
さいくさはるま
三 枝 遥 真くん（8ヶ月）

いつも二コニコ、愛想のいいはる

まくん。その笑顔を絶やさす、大
きく元気に育ってね♪

父・智貴さん、母・茉莉さん

(下塩後)

1ヘルパーさん大 募
く
ン

ン
く
♂
ｌ

♂
　

％

｢わが 家の スタ ー｣マ･は､元気 な お子 さ んの写 真を 募准 し マい ます。

ご 両 親のコ メント を添 え マ広 報担 当ま マ･あ 申し込 みく ださ い。

なかむら
ひ びと

中 村 日 々 渡くん（7ヶ月）

日々色んなことに挑戦して、色々
できる様になるね。これからも素

敵な笑顔で皆を幸せにしてね口

父・研介さん、母・歌子さん

(上於曽)

広報 こ うしゅ う

わたなべ　つばさ
渡 逍　 翼 くん（9ヶ月）

水遊び大好き♪

沢山遊んで、いっぱい食べて、

気に大きくなってね。

－几

父・浩文さん、母・明日香さん

(等々力)

『有 料 広 告 』 を 募集 しま す ！
(毎月１日発行　12,000 部)　

市では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図るため、有料

広告を募集します。３ヵ月間を１クールとし、広報こうしゆうへ

掲載する有料広告を募集します。

募集要綱および申込書は、市ホームページをご覧ください。

◆ お申 し込み ・お問合せ

政策秘書課　 秘書 一広聴広報担当　ＴＥＬ３２-５０６３

ホームペ ージアドレスhtt ｐ://ｗｗｗ.city.koｓhｕ.yａｍａｎａｓhi.jp

○セントケア加納岩
(山 梨 市 上 神内 川117'卜IT ビ ル)11U まリ1す．

【 正 社 員】給 与 ／１６３,０００～２１２,０００円 待 遇 ／賞 与･ 昇 給 あり, 社 会 保 障完 備,4 週8 休

【 パート 】時 給 ／1,０ワＯ～1, ４６０円 待 遇 ／ 土 日 祝 手 当１００～２００円ＵＰ､ 早 朝･ 夜間 ２５％ＵＰ2

ｻ?
セ ン ト ケ ア 山 梨 株 式 会 社

容 ０ ５ ５
－

２ ４ ４
－1018

!･･･ｌｔ ｃ ： ．へ …… ………'､‘･､'･､.･.ﾐ5.al？･! ｃ ａ ｉｌｅ.co91 し･1･ ｅ ｃr じ リ..､
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EＤ 当 園2 階遊戯室

lｉ匹 違 算陽脳９」
に 竺?竺?］

国 �XE�国,o｡
�　　　　 ※雨天時12日(月)に延期運 動 会 丿弛 ≒　　　zi

駐車場は県立産業技術短大

●l･lΞ �lg�亘Eﾖ10 時30分～IC 回 向嶽寺･ 雨天時27日(火)に延期

●1･lΞ �14S�豆IIlo 時30分~|ハロウィン　ロl 園舎にて

●ｉＩＸ �● �可110 時30分~|英 語で 遊ぼう

;7雲霧; 塩山カトリック幼稚園|昌ｍ。。TEL.0553-33-2748 昌鵬揺起 圖
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